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11 月３日、役場周辺で第 20回邑楽町産業祭が行われました。会場は親子
連れなど、多くの来場者でにぎわっていました。（関連記事は 27ページ）

何が当たるかな？

12
DECEMBER

2013

声の広報お届けします
【特集】毎月一回のまごころ定期便

若者事情
邑楽消防団の【街角特派員レポート】

【Closeup★少年の主張】
邑楽南中学校の小林実世さんが
「少年の主張」で優秀賞
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消防団
Volunteer Fire Corps

2013＊DEC3

若
者
事
情

　　　
私
は
大
学
を
卒
業
し
、
地
元
邑
楽
町

で
就
職
し
ま
し
た
。
働
き
始
め
た
１
年

目
に
先
輩
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
、
翌
年

度
か
ら
消
防
団
に
入
団
し
ま
し
た
。

　
当
時
、
消
防
団
が
ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
の
か
、
ま
っ
た
く
知
ら
な

い
ま
ま
二
つ
返
事
で
「
い
い
で
す
よ
」

と
引
き
受
け
ま
し
た
。

　
入
団
理
由
は
、
声
を
掛
け
て
く
れ
た

先
輩
が
信
頼
し
て
い
る
人
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
や
、
自
分
自
身
い
ろ
い
ろ
な

今
回
の
街
角
特
派
員
レ
ポ
ー
ト
で
は
、特
派
員
の
橋
本
健
太
さ
ん
が
、

自
身
も
所
属
す
る
邑
楽
消
防
団
の
活
動
を
紹
介
。
消
防
団
の
現
状
と

抱
え
る
課
題
を
、
若
者
目
線
か
ら
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

活
動
や
経
験
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
か
ら
で
す
。
当
時
は
「
声
を
掛
け

て
も
ら
っ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

く
ら
い
の
気
持
ち
で
し
た
。

　
消
防
団
に
入
団
し
て
、
今
年
で
５
年

目
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
私
で
す
が
、

活
動
し
て
い
て
疑
問
に
感
じ
た
こ
と

は
、「
消
防
団
の
若
手
が
ひ
ょ
っ
と
し

た
ら
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　「
若
手
不
足
」
と
い
う
の
は
、
決
し

て
消
防
団
だ
け
の
課
題
で
は
な
く
、
他

の
活
動
団
体
や
、
町
の
課
題
と
し
て
捉

え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
私
の
担
当
す
る
街
角
特
派

員
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
消
防
団
の
若
者
事

情
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
活
動
を
紹
介

し
つ
つ
、
課
題
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
館
林
地
区
消
防
組
合
（
※
注
）

邑
楽
消
防
署
の
職
員
数
は
25
人
。

３
６
５
日
24
時
間
勤
務
で
２
交
代

制
。
二
つ
の
隊
が
一
日
お
き
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。
消
防
署
職
員
は
、
常

勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
一
方
の
消
防
団
員
は
、
普
段
は
そ

れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
出
動
す
る
非
常
勤
特

別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
館
林
地
区
消
防
組
合
管
内
の
各
消

防
団
の
場
合
、
消
防
団
長
は
消
防
団

の
推
薦
に
基
づ
き
、
館
林
市
長
（
管

理
者
）
が
町
長
（
副
管
理
者
）
の
意

見
を
聞
き
、
任
命
し
ま
す
。
団
長
以

外
の
消
防
団
員
は
、
町
長
（
副
管
理

者
）
の
承
認
を
得
て
、
消
防
団
長
が

任
命
し
ま
す
。

　　
消
防
署
と
し
て
も
、
消
防
団
の
力

は
必
要
不
可
欠
。
大
規
模
な
災
害
時

に
は
、
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て

い
る
消
防
団
員
は
、
強
い
味
方
に

な
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
県
内
の
高
齢
化
の
進
む

地
域
に
よ
っ
て
は
、
消
防
団
員
数
が

減
少
し
、
定
員
数
を
割
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

消防団員は、非常勤特別職の地方公務員
　　

平
成
25
年
は
自
治
体
消
防
（
市
町

村
単
位
の
消
防
体
制
）
発
足
か
ら
65

周
年
、
全
国
的
に
統
一
し
た
消
防
組

（
消
防
団
の
前
身
）
が
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
１
２
０
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
火ひ

け

し消
組
織
は
、
武

家
火
消
と
町
火
消
が
あ
り
ま
し
た
。

武
家
に
よ
る
定じ

ょ
う
び
け
し

火
消
で
は
、
町
屋

の
消
火
な
ど
不
十
分
だ
っ
た
た
め
、

８
代
将
軍
吉
宗
は
、
南
町
奉
行
の

大
岡
越
前
守
に
命
じ
、
享
保
３
年

（
１
７
１
８
）、
町
人
に
よ
る
「
町
火

消
」
を
編
成
さ
せ
ま
し
た
。「
い
ろ

は
48（
し
じ
ゅ
う
は
ち
）組
」
な
ど
が

有
名
で
す
が
、
こ
れ
が
消
防
団
の
元

祖
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
時
代

に
入
り
、
武
家
火
消
と
町
火
消
は
廃

止
。
消
防
組
が
新
た
に
組
織
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
が
消
防
団
の
前
身
で
す
。

街角特派員 橋本健太
（水立大黒・23区）

消
防
団
の
若
手
が

不
足
し
て
い
る
？

邑
楽

消
防
団
の

消防団
Volunteer Fire Corps

街
角
特
派
員
レ
ポ
ー
ト

24
年

11000

12500

14000
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年
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23
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実員数条例定数（※）

平成 18
年

（※）地域の面積や人口、また装備の操作に必要と  
       される人員数などから定められる人数
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No.196
MACHIKADO
REPORT

邑楽消防団の
若者事情

（
※
注
）館
林
市
、明
和
・
板
倉
・
千
代
田
・

邑
楽
町
が
、
共
同
で
消
防
事
務
を
行
う

た
め
に
設
置
し
た
一
部
事
務
組
合
。

今
年
１
２
０
周
年
を

迎
え
る
消
防
団

消
防
署
職
員
と
消
防
団
員

必
要
不
可
欠
な
消
防
団

消
防
団
員

消
防
士

街角特派員は、読者の皆さ
んの代表です。各自が「広
報おうら」にレポートを掲
載。広報担当者と協働で
作り上げるレポートです。
町づくりへの意見や気に
なる事業の進ちょく状況、
または自分が皆さんにア
ピールしたいことなど、突
撃取材と歯に衣着せぬ直
言で、皆さんの「そこが知
りたい」に答えます。

街角特派員とは何か？

消防団の基本的なことについて、
邑楽消防署の鈴木署長にインタ
ビューしてきました

資料提供：県消防保安課

鈴木義男署長
館林地区消防組合・邑楽消防署

▼群馬県内の消防団員数の推移
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　現
役
の
消
防
団
員
に
話
を
聞
く
と
、

ど
こ
の
班
も
一
番
の
課
題
は
、
新
入
団

員
の
確
保
だ
と
い
い
ま
す
。
毎
年
、
新

入
団
員
を
勧
誘
し
に
、
各
班
自
分
た
ち

の
管
轄
地
区
を
回
り
ま
す
。

　し
か
し
、
お
宅
を
訪
問
し
て
も
、
そ

の
家
の
親
が
出
て
き
て
、「
家う

ち

の
子
は

仕
事
が
忙
し
い
か
ら
、
消
防
は
無
理
」

と
言
わ
れ
、
本
人
と
会
う
機
会
す
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
本
人
と

出
会
え
た
と
し
て
も
、
や
っ
ぱ
り
「
仕

事
が
忙
し
い
か
ら
」
と
言
わ
れ
、
断
ら

れ
る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　消
防
団
は
、
町
内
で
火
災
が
発
生
し

た
と
き
、
消
防
署
と
協
力
し
て
消
火
活

　入団前から、私は何かのかたちで人の役
に立ちたいと考えていました。ですから、
人命救助に役立つAED講習も、自分から受
講。家の近所の建物火災の現場を目の当た
りにしたときも、「自分には何ができるのか」
を考えていました。そんな時、先に入団し
ていた高校時代の先輩に声を掛けてもらい、
消防団に入団することができました。自分
のできる範囲で、経験を積みながら消防団
活動を続けていきたいと思います。

毎
年
28
日
～
31
日

夜
間
、
町
内
を

消
防
車
で
巡
回
。

歳
末
警
戒

火
災
の
多
発
時
期
に
向
け
て
行

わ
れ
ま
す
。
消
防
車
や
団
員
の
姿

勢
服
装
点
検
・
資
器
材
の
点
検
・

ポ
ン
プ
操
法
・
救
急
訓
練
な
ど

を
行
い
ま
す
。

秋
季
点
検

防
災
訓
練
は
、

大
型
台
風
や

大
規
模
地
震

を
想
定
し
て

行
わ
れ
ま
す
。

消
防
団
は
、
水
災
防
ぎ
ょ
活
動

訓
練
、
密
集
地
建
物
火
災
消
火

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

邑
楽
町
防
災
訓
練

（
２
年
に
一
度
開
催
）

毎
年
、
館
林
地
区
消
防
組
合
管

内
で
行
わ
れ
る
大
会
。
消
防
団

員
が
、
火
災
現
場
で
対
応
で
き

る
体
制
の
確
立
を
目
的
と
し
て

い
る
大
会
で
す
。

▼
競
技
は
簡
単
に
言
う
と
、
い

か
に
早
く
的
確
に
火
災
に
見
立

て
た
標
的
（
火
点
）
を
放
水
で

倒
す
か
、
タ
イ
ム
を
競
う
も
の
。

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
に
向
け

て
訓
練
が
始
ま
り
ま
す
（
毎
年

５
月
上
旬
か
ら
）。
正
規
練
習
は
、

夜
７
時
半
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
の

訓
練
始
ま
る

機
械
器
具
の
使
い
方
を
学
び
、
新

入
団
員
は
敬
礼
な
ど
の
訓
練
礼

式
を
学
び
ま
す
。

機
関
員
講
習
・

新
入
団
員
研
修
会

新
入
団
員
に
は
辞
令
書
が
交
付

さ
れ
、
正
式
に
消
防
団
員
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
退
団
者
に
は

感
謝
状
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

辞
令
交
付
式

４月５月～６月

↑水災防ぎょ訓練（防災訓練より）大型台風やゲリラ豪雨などの
災害発生時、消防団は水防団として出動します

消防団の活動とは？
What's 消防団

分団 班 管轄している地区 団員数
第
１
分
団

第１班 横町化楽、上下西宿、光善寺、新中野、明野 12
第２班 下中野、前谷東原、前瀬戸宿、千原田向地、鶉上、鶉下、鶉新田 11
第３班 前原、天王元宿、十三坊塚、大根村琵琶首、谷中蛭沼 11

第
２
分
団

第１班 藤川 ８
第２班 一本木、渋沼 ９
第３班 秋妻 ８
第４班 石打、住谷崎 ９

第
３
分
団

第１班 西ノ根宮内中島、馬場大林、寺中 ９
第２班 坪谷 9
第３班 水立大黒、十三軒、十軒 10
第４班 店高原、本郷江原 8
第５班 古家、大谷端宿赤東、開拓 ８

※邑楽消防団の構成は３分団 12 班です。団員 121 人（団長、副団長２人、分団長・
副分団長６人、一般団員 112 人）。

消
防
団
の

主
な
活
動

自分にも何かできること
はあると考えました

●今年入団した若者にインタビュー

小島啓介さん
（千原田向地・９区）

辞
令
書
を
受
け
取
る

小
島
さ
ん
↓

新
入
団
員
に
は
辞
令
書
が
交
付

辞
令
交
付
式

消
防
団
の

主
な
活
動

新
入
団
員
の
確
保
に
苦
戦

ま
ず
は
活
動
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切

会社員

一般団員数↓

2013＊DEC5

動
を
行
い
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
か
ら

出
動
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
町
内
に
流
れ
る

と
、
団
員
は
各
班
の
詰
め
所
に
行
き
、

消
防
車
両
に
乗
り
込
み
、
そ
し
て
火
災

現
場
に
向
か
い
ま
す
。

　消
防
団
の
任
務
で
一
番
重
要
な
の

は
、
こ
の
火
災
や
台
風
な
ど
の
災
害
時

の
活
動
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
い
ろ
い

ろ
な
行
事
や
訓
練
が
あ
り
ま
す
。
４
月

か
ら
翌
年
の
３
月
ま
で
が
、
消
防
団
の

一
年
の
行
事
や
訓
練
の
サ
イ
ク
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
レ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
す
る
12
月

号
が
発
行
さ
れ
る
頃
は
、
新
入
団
員
の

勧
誘
に
動
き
出
す
班
も
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
地
域
の
若
者
に
向
け

て
、
ま
ず
は
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
で
す
。で
す
か
ら
、こ
の
ペ
ー

ジ
で
は
消
防
団
の
主
な
行
事
や
訓
練
を

掲
載
し
て
み
ま
し
た
。

毎
年
28
日
～
31
日

夜
間
、
町
内
を

消
防
車
で
巡
回
。

歳
末
警
戒

火
災
の
多
発
時
期
に
向
け
て
行

わ
れ
ま
す
。
消
防
車
や
団
員
の
姿

勢
服
装
点
検
・
資
器
材
の
点
検
・

ポ
ン
プ
操
法
・
救
急
訓
練
な
ど

を
行
い
ま
す
。

秋
季
点
検

防
災
訓
練
は
、

大
型
台
風
や

大
規
模
地
震

を
想
定
し
て

行
わ
れ
ま
す
。

消
防
団
は
、
水
災
防
ぎ
ょ
活
動

訓
練
、
密
集
地
建
物
火
災
消
火

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

邑
楽
町
防
災
訓
練

（
２
年
に
一
度
開
催
）

毎
年
、
館
林
地
区
消
防
組
合
管

内
で
行
わ
れ
る
大
会
。
消
防
団

員
が
、
火
災
現
場
で
対
応
で
き

る
体
制
の
確
立
を
目
的
と
し
て

い
る
大
会
で
す
。

▼
競
技
は
簡
単
に
言
う
と
、
い

か
に
早
く
的
確
に
火
災
に
見
立

て
た
標
的
（
火
点
）
を
放
水
で

倒
す
か
、
タ
イ
ム
を
競
う
も
の
。

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
に
向
け

て
訓
練
が
始
ま
り
ま
す
（
毎
年

５
月
上
旬
か
ら
）。
正
規
練
習
は
、

夜
７
時
半
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
の

訓
練
始
ま
る

機
械
器
具
の
使
い
方
を
学
び
、
新

入
団
員
は
敬
礼
な
ど
の
訓
練
礼

式
を
学
び
ま
す
。

機
関
員
講
習
・

新
入
団
員
研
修
会

新
入
団
員
に
は
辞
令
書
が
交
付

さ
れ
、
正
式
に
消
防
団
員
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
退
団
者
に
は

感
謝
状
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

辞
令
交
付
式

　近所の消防団員に、誘わ
れて平成５年に入団しまし
た。当時 23 歳。最初は活
動内容も分からず、入団に
抵抗もありましたが、続け
るうちに知り合いも増え、
貴重な経験もできました。
自営業だから、出動したり

行事や訓練に参加したりすると、仕事に影響が出た
こともありましたが、両立して続けられました。消
防団での思い出は、一生忘れることができません。

９月10月12月

１月に消防隊出初式（会場・
館林市）。３月には防火パレー
ド（町内）などを行います。
また、おうら祭り（８月開催）
の花火打ち上げ時には、会場
周辺の警備も行います。

↑消防隊出初式では、部隊行
進や車両パレードを行います

その他の行事や活動
その地域独自の活動（秋妻地区）

２分団３班の消防サンタ

↑２分団３班では、毎年 12 月に
火災予防活動の一環として、サン
タやトナカイにふんした団員が、
地域の子どもたちにお菓子のプレ
ゼントをしています。地域に根ざ
した取り組みが行われています

↑𠮷𠮷𠮷𠮷んが出𠮷した𠮷𠮷
15年のポンプ操法競技大会

吉永隆一さん
（明野・34区）

大
型
台
風
や

大
規
模
地
震

を
想
定
し
て

行
わ
れ
ま
す
。

消
防
団
は
、
水
災
防
ぎ
ょ
活
動

訓
練
、
密
集
地
建
物
火
災
消
火

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。
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●今年退団した先輩にインタビュー

知り合いも増え、貴重な経験に
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―消防団の今の課題は何でしょうか？
　新入団員の確保が一番の課題です。勧
誘に地区を回っても、新入団員がなかな
か入団してくれないと聞いております。
　地元の若者が入団しない原因に、私は
第一に消防団の活動自体知らない人が多
いのではないかと考えます。第二に、強
固な縦社会があるとのイメージがあるの
ではないでしょうか。
―新入団員確保に方策はありますか？
　まずは活動内容を知ってもらう取り組
みが必要です。若者に情報発信するため
のツールとして、邑楽消防団独自のホー
ムページの開設も一つの手段として考え
られますね。
　それと大切なのは地域の協力。区長さ
んをはじめとした地域の皆さんにお願い
して、協力を求めていきたいと考えます。
―まだ入団していない若者に、何かメッ
セージはありますか？
　消防団では年齢や職業の違う人たちが
活動しています。交流や社会勉強の場に
もなると思います。知り合いが増え、必
ず自分にとってプラスになるはずです。

　仕事の悩みなど職場では話すことがで
きないことも、相談に乗ってくれる人生
の先輩たちが消防団にはいます。一生付
き合える仲間とも出会えるはずです。
―ポンプ操法の訓練が、大きな負担に
なっているとの意見もありますが？
　ポンプ操法競技大会へ向けての訓練
は、約２か月にわたり夜の７時半から９
時まで行われます。団員よっては、仕事
で訓練に間に合わなかったり、参加でき
なかったりする場合もあると思います。
仕事あっての消防団ですから、仕事はな
いがしろにできません。
　ですが、この訓練により実際の火災現
場で役に立つ技能が身に付くのです。消

防車両や機械器具の取り扱いなどの基本
を、学ぶことができる重要な訓練です。
その点は班の中で調整してもらうか、訓
練日の調整を別の班としてもらうなどし
て、臨機応変に対応してほしいですね。
―団長の考える消防団像は？　
　邑楽消防団は今以上に発展しなくては
なりません。発展するためには消防団と
して、未来に向けたビジョンを明確に打
ち出すことが求められると思います。
　これからも町民の皆さんとの絆

きずな

を大切
にしながら、町民の皆さん一人ひとりの
生命・財産を守らせていただき、何より
皆さんから「ありがとう」と言ってもら
える、消防団を目指していきたいです。

関
口
一
弘
さ
ん

館
林
地
区
消
防
組
合

邑
楽
消
防
団
・
団
長

新
し
い
仲
間
と
の
出
会
や
発
見
、

そ
し
て
、
地
域
愛
が
生
ま
れ
る
の
が

消
防
団
だ
と
思
い
ま
す

消
防
団
長
に
聞
く
●
邑
楽
消
防
団
の
若
者
事
情

せきぐち・かずひろ●1963 年生まれ。会社員。昭和
63 年に消防団へ入団。第２分団副分団長、同分団長を
歴任し、平成 20 年からは副団長。今年、邑楽消防団団
長に就任する。邑楽消防団総員 121 人の指揮を執る。
渋沼在住、50 歳。
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職　業 団員数
会社員（町内） 14

会社員（町外） 47

自営業（家族経営含む） 25

公務員 31

団体職員 ４

【邑楽消防団の職業別団員数】

邑楽消防団総員 121 人の内、会社員
は 61 人。団員の約半分を占め、公務
員の内役場職員は 30 人。
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●邑楽消防団の年齢別団員数 ●館林地区消防組合消防団の年齢別団員数

（平成 25 年４月１日現在） （平成 25 年４月１日現在）
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を
し
て
い
る
人
も
実
際
に
い
ま
す
。

　③
の
「
集
ま
り
と
称
し
て
の
お
酒
を

飲
む
回
数
が
多
い
」
は
、
昔
は
そ
う
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
時
代
の

流
れ
と
と
も
に
今
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
飲
ま
な
い
人
も
多
く
い
ま
す
。

　前
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
に
も
あ
る
よ
う

に
、
邑
楽
消
防
団
１
２
１
人
中
、
20
代

は
26
人
。
若
者
が
入
団
し
な
い
と
、
右

肩
あ
が
り
で
年
齢
層
が
高
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
れ
で
は
団
員
が
、
い
つ
に

な
っ
て
も
退
団
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　活
動
の
全
て
が
強
制
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
が
あ
っ
て

の
消
防
団
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
お

き
ま
す
。
で
も
、
忙
し
い
な
か
出
動
し

た
り
行
事
に
参
加
し
た
り
し
て
い
る
人

が
い
る
の
も
事
実
で
す
。
何
よ
り
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
守

ろ
う
と
し
て
い
る
皆
さ
ん
な
の
で
す
。

　一
人
で
も
多
く
の
若
者
に
興
味
や
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
入
団
し
て
く
れ

る
人
が
多
く
な
れ
ば
、
入
団
者
と
退
団

者
の
循
環
が
、
う
ま
く
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
私
も
改
め
て
消
防
団
活
動
を
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
、
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　若
者
が
消
防
団
に
入
団
し
づ
ら
い
原

因
を
、
私
な
り
に
考
え
て
み
ま
し
た
。

①
そ
も
そ
も
活
動
内
容
を
知
ら
な
い

②
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
以
外
で
余
計

な
時
間
を
使
い
た
く
な
い

③
集
ま
り
と
称
し
て
の
お
酒
を
飲
む
回

数
が
多
い

　①
の「
活
動
内
容
を
知
ら
な
い
」
は
、

得
体
の
知
れ
な
い
も
の
へ
の
恐
れ
と
、

何
か
大
変
な
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
い

か
と
の
不
安
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　②
の
「
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
以
外

で
余
計
な
時
間
を
使
い
た
く
な
い
」は
、

確
か
に
そ
う
思
い
ま
す
が
、
勤
務
形
態

が
交
替
制
の
会
社
員
で
、
消
防
団
活
動

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
に
出
場
し
た
橋
本
さ
ん

若
者
が
入
団
し
づ
ら
い
の
は
、

実
態
を
知
ら
な
い
の
と
先
入
観
？

取
材
を
終
え
て
●
街
角
特
派
員 

橋
本
健
太

同 じ職場の消防団員の先輩に誘われて
入団しました。ちょうど、その先輩

と同じ地域を受け持つ班に所属することに
なったので、入団時あまり不安はなかった
ように思います。消防団では、普段生活し
ていたら、出会えないような人とも交流を
持てるので、地域とのつながりができたと、
自分なりに思います。
　私の勤めている会社は、交代勤務が
あるので、週ごとに昼の勤務と夜の勤
務が交互にやってきます。夜勤のとき
は、ポンプ操法の訓練に参加すること
ができません。ですが、その点は班の
人たちも理解してくれているので、自
分の生活に合わせて、今は消防団活動
ができています。
　まだ火災現場での経験が少ないので、自
分のできることを考え、そして先輩にアド
バイスをもらいながら、これから知識と経
験を、積んでいきたいと思います。

自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て

消
防
団
活
動
は
、
で
き
る
と
思
い
ま
す

増
田
圭
介
さ
ん

（
横
町
化
楽
・
３
区
）

増
田
圭
介
さ
ん

会
社
員
・
平
成
22
年
入
団

消 防団に入団したのは、地区の消防団
の人が自宅まで勧誘しに来てくれた

のがきっかけです。当時は何をする団体な
のか分からなかったので、断りました。翌
年、また勧誘に来てくれたので、何度も断
るのは失礼かと思い入団を決意。私は、24
歳の頃足利市から引っ越してきたので、知
り合いと呼べる人は、邑楽町にほとん
どいませんでした。消防団に入団して
地域の人と知り合いになり、今では入
団してよかったと思います。
　私の班は 20 代がいません。今後は、
若い人にぜひ入団してほしいと思いま
すね。趣味以外で時間を割かれるのは、
抵抗があるという人もいるかもしれま
せん。ですが、それに見合うだけのものを、
消防団では得ることができると思います。
私の場合、貴重な仲間と知り合えたこと。
それと地域に貢献しているんだという、責
任感が自然と芽生えました。

「
貢
献
」
と
い
う
と
重
い
感
じ
で
す
が
、

自
分
の
で
き
る
範
囲
で
い
い
と
思
い
ま
す

黒
田
隆
行
さ
ん

（
渋
沼
・
19
区
）

黒
田
隆
行
さ
ん

会
社
員
・
平
成
14
年
入
団
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●消防団についてのお問い合わせは、邑楽消防署Ｇ88-5551まで

験を、積んでいきたいと思います。
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少
年
の
主
張
は
、
昭
和
54
年
に

国
際
児
童
年
の
記
念
事
業
と
し
て

開
催
さ
れ
、
今
年
で
35
回
を
迎
え

ま
し
た
。県
大
会
出
場
者
16
人
は
、

各
中
学
校
や
市
町
村
で
行
わ
れ
た

予
選
会
、
さ
ら
に
は
県
内
の
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
、
参
加
者
約
５
万
１
、０
０
０

人
か
ら
代
表
と
し
て
選
ば
れ
た
中

学
生
で
す
。

　
大
会
は
学
校
や
家
庭
で
の
体

験
、
社
会
問
題
な
ど
中
学
生
自
身

が
考
え
た
主
張
を
、
聴
衆
に
向
け

て
発
表
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

主
催
は
、
県
と
県
教
育
委
員
会
、

県
青
少
年
育
成
推
進
会
議
。

　
小
林
さ
ん
は
、
身
近
に
い
る
お

年
寄
り
、
ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
の
介

護
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、「
ひ
い

ば
あ
ち
ゃ
ん
お
助
け
作
戦
」
と
題

し
て
、「
中
学
生
に
も
で
き
る
こ

と
が
あ
る
」と
い
う
こ
と
を
主
張
。

　
そ
し
て
、「
身
近
な
お
年
寄
り

に
声
を
か
け
る
こ
と
、
ふ
れ
あ
う

こ
と
で
も
よ
い
の
で
す
。
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
お
年
寄
り
に
で

き
る
こ
と
を
ま
ず
実
行
す
る
。
こ

れ
こ
そ
が
、
お
年
寄
り
に
優
し
い

社
会
を
実
現
す
る
第
一
歩
に
な

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、「
ま
さ
か
自
分

が
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
の
で
、
正
直
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
家
族
も
驚
い
て
い
ま

し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
約
２
か
月
か
け
て
考
え
を
ま
と

め
、
自
分
の
主
張
が
き
ち
ん
と
伝

わ
る
よ
う
に
、
気
を
つ
け
て
何
度

も
何
度
も
推す

い
こ
う敲
し
た
そ
う
で
す
。

　「
や
っ
ぱ
り
同
じ
中
学
生
に
共

感
し
て
ほ
し
い
で
す
。
高
齢
者
社

会
に
な
っ
て
も
中
学
生
に
だ
っ
て

で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」。

　
ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
と
は
幼
い

頃
、
お
手
玉
や
お
は
じ
き
で
遊
ん

だ
記
憶
が
あ
る
と
い
う
小
林
さ

ん
。
自
身
の
主
張
に
は
、
そ
ん
な

優
し
い
笑
顔
の
ひ
い
お
ば
あ
さ
ん

へ
の
想
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私たち中学生にだって、
できることはある

自身の経験も交えて「高齢者社会について」主張

第 35回少年の主張県大会で、
邑楽南中学校３年の小林実世さんが、

見事優秀賞に輝きました。

Close up★ 少年の主張

ひいばあちゃんの笑顔、あの笑顔をま
た見たいから、私は今日も「ひいば
あちゃんお助け作戦」を実行します。

小林実世さん
邑楽南中学校３年生

Miyo Kobayashi
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邑
楽
町
立
邑
楽
南
中
学
校
三
年
　

小
林
実
世

　　
私
の
曾そ

う

そ

ぼ

祖
母
は
、
現
在
九
十
六
歳

で
す
。
数
年
前
ま
で
は
、
庭
の
草
を

む
し
っ
た
り
、
洗
濯
を
し
た
り
と
、

元
気
に
動
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
こ
数
年
、急
に
体
が
動
か
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
家
の
廊
下

に
手
す
り
を
つ
け
た
り
手
押
し
車
や

杖
を
用
意
し
た
り
し
て
、
少
し
で
も

動
け
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
曾

祖
母
は
「
あ
り
が
と
ね
。
歩
く
の
が

少
し
楽
に
な
っ
た
よ
。」
と
言
っ
て
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
曾
祖
母
の
衰
え
は
、
体

力
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
誕
生
日
や

年
齢
を
尋
ね
て
も
答
え
ら
れ
な
い
。

家
族
の
名
前
が
出
て
こ
な
い
。
十
分

ほ
ど
前
に
食
事
を
し
た
ば
か
り
な
の

に
、
そ
れ
す
ら
忘
れ
て
し
ま
う
。
そ

ん
な
場
面
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。話
す
言
葉
も
め
っ

き
り
減
り
、
一
人
で
部
屋
に
い
る
こ

と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
曾
祖
母
の
世
話
は
、
主
に
祖
母
が

し
て
い
ま
す
。
食
事
の
世
話
、
ト
イ

レ
や
入
浴
の
手
伝
い
な
ど
で
す
。
家

の
風
呂
の
浴
槽
は
深
く
、
曾
祖
母
の

体
を
引
き
上
げ
る
の
に
は
、
と
て
も

力
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
曾
祖
母
は

温
度
に
対
す
る
感
覚
が
鈍
く
な
っ
た

の
か
真
夏
で
も
部
屋
の
窓
を
閉
め

切
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
熱
中
症
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
、
家
族
は
気
が

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
曾
祖
母
の
面
倒
を
見
て
い
る
祖
母

は
、
七
十
五
才
―
。
公
民
の
授
業
で

高
齢
者
が
高
齢
者
を
介
護
す
る
こ
と

を
「
老
々
介
護
」
と
学
び
ま
し
た
が
、

我
が
家
は
ま
さ
に
そ
の
状
態
で
す
。

め
っ
た
に
弱
音
を
吐
か
な
い
祖
母
も
、

最
近
「
疲
れ
た
。」
と
漏
ら
す
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
祖
母
の
姿
を
見
て
、
私
は

「
自
分
も
家
族
の
一
員
。
曾
祖
母
の
た

め
に
、
わ
た
し
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
な
い
か
。」
と
考
え
、
三
つ
の
こ
と

を
実
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
名

付
け
て
「
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
助
け

作
戦
」
で
す
。

　
ま
ず
一
つ
目
は
、「
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
食
事
の
時
の
世
話
」
で
す
。
目

が
よ
く
見
え
な
い
曾
祖
母
は
お
皿
の

上
の
食
べ
物
に
気
づ
か
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。「
こ
こ
に
も
あ
る
よ
。」と
、

わ
た
し
が
隣
で
声
を
か
け
ま
す
。
お

か
ず
が
大
き
く
て
食
べ
に
く
い
時
に

は
、小
さ
く
切
り
分
け
ま
し
た
。ま
た
、

む
せ
な
い
よ
う
に
、
汁
も
の
を
飲
む

よ
う
に
勧
め
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
「
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

部
屋
を
快
適
に
す
る
こ
と
」
で
す
。

曾
祖
母
は
ど
ん
な
に
暑
く
て
も
、
夜

に
な
る
と
、
部
屋
の
雨
戸
ま
で
閉
め

て
し
ま
い
ま
す
。
部
屋
の
様
子
を
見

に
行
き
、
窓
を
開
け
た
り
、
エ
ア
コ

ン
を
操
作
し
た
り
し
て
、
温
度
を
調

整
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。

　
三
つ
目
は
、「
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

た
く
さ
ん
ふ
れ
あ
う
こ
と
」
で
す
。

私
が
読
ん
だ
介
護
の
本
に
は
じ
ゃ
ん

け
ん
や
簡
単
な
手
遊
び
が
リ
ハ
ビ
リ

に
も
な
る
と
載
っ
て
い
ま
し
た
。
体

操
部
で
学
ん
だ
ス
ト
レ
ッ
チ
も
一
緒

に
や
っ
て
み
ま
し
た
。
じ
ゃ
ん
け
ん

で
私
に
続
け
て
勝
っ
た
時
、
曾
祖
母

は
久
し
ぶ
り
の
笑
顔
で
し
た
。
そ
れ

は
、
昔
私
が
一
緒
に
遊
ん
で
も
ら
っ

た
時
に
見
た
、
と
て
も
や
さ
し
い
笑

顔
だ
っ
た
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
今
高
齢
化
社
会
の

中
で
生
き
て
い
ま
す
。
日
本
で
は

六
十
五
才
以
上
の
お
年
寄
り
の
割
合

が
、
総
人
口
の
お
よ
そ
四
分
の
一
を

●表記などは、原文のまま掲載しています。

占
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
割

合
は
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
と
い
う

の
で
す
。

　
お
年
寄
り
に
優
し
い
社
会
を
作
る

た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、
何
で
し
ょ

う
か
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
介
護
施

設
を
増
や
す
こ
と
も
重
要
で
し
ょ
う
。

で
は
、「
あ
な
た
た
ち
中
学
生
に
は
、

何
が
で
き
る
の
。」
と
問
い
か
け
ら
れ

た
ら
、
あ
な
た
は
何
と
答
え
ま
す
か
。

「
そ
ん
な
こ
と
は
大
人
が
考
え
れ
ば
い

い
よ
。」「
中
学
生
に
大
し
た
こ
と
は

で
き
な
い
よ
。」
と
答
え
る
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
「
ひ

い
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
助
け
作
戦
」
を
実

行
し
て
み
て
「
私
た
ち
中
学
生
に
も

で
き
る
こ
と
が
あ
る
。」
と
い
う
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
私
の
よ
う
に
、

身
近
な
お
年
寄
り
に
声
を
か
け
る
こ

と
、
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
も
よ
い
の
で

す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
お
年

寄
り
に
で
き
る
こ
と
を
ま
ず
実
行
す

る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
お
年
寄
り
に
優

し
い
社
会
を
実
現
す
る
第
一
歩
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
、
あ
の

笑
顔
を
ま
た
見
た
い
か
ら
、
私
は
今

日
も
「
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
助
け
作

戦
」
を
実
行
し
ま
す
。

少年の主張県大会
優秀賞受賞

高
齢
者
社
会
に
つ
い
て
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特　集

あなたは「声の広報」を知っていますか？

声の広報お届けします
	 	 	 	 　　　　　　　　　　　　Public	Relations	of	Voice

	

毎月一回のまごころ定期便

毎月発行される広報おうらは、「声の広報」として一本のカセット
テープに録音されます。「声の広報」が始まって、今年でもう 20年。
この一本のアナログなテープに、どんな人たちが声を吹き込み、
そして、そのテープは誰に向けて届けられているのか…。

2013＊DEC11

　「声
の
広
報
」
が
始
ま
っ
た
経
緯
に

つ
い
て
、
当
時
の
広
報
担
当
者
に
話
を

聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
取
材
中
、
目
の

不
自
由
な
人
か
ら
「
広
報
の
内
容
を
知

り
た
い
」
と
の
要
望
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
こ
で
、
考
え
出
さ
れ
た
の
が

「
声
の
広
報
」（
当
時
は
「
音
の
広
報
紙
」

と
い
っ
て
い
ま
し
た
）だ
っ
た
の
で
す
。

　目
の
不
自
由
な
人
に
も
、
ぜ
ひ
邑
楽

町
の
出
来
事
や
情
報
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
平
成
５
年
４

月
か
ら
「
音
の
広
報
紙
」
と
い
う
名
称

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　そ
ん
な
時
、
朗
読
室
と
録
音
室
が
完

備
さ
れ
た
町
立
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン

（
平
成
７
年
１
月
）。
専
門
に
録
音
で
き

る
環
境
と
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
一
度

に
多
数
ダ
ビ
ン
グ
で
き
る
機
器
も
整
っ

た
の
で
す
。

　開
始
当
時
は
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
し
て
い
た
「
虹
の
会
」
と

「
や
ら
び
」
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り

毎
月
発
行
さ
れ
る
「
広
報
お
う
ら
」
を
、

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録
音
し
て
目
の
不

自
由
な
人
に
無
料
で
お
届
け
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
平
成
７
年
か
ら
音
声

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
す
み
れ
の
会
」
も

新
た
に
加
わ
り
、「
声
の
広
報
」
と
い

う
名
称
で
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　「声
の
広
報
」
を
利
用
さ
れ
て
い
る

人
は
町
内
で
４
人
。
そ
れ
と
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
も
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
、

送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　今
年
で
20
年
を
迎
え
る
「
声
の
広

報
」。
声
を
吹
き
込
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
力

が
、
必
要
不
可
欠
だ
と
い
う
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　そ
こ
で
、
今
回
の
特
集
で
は
、「
声

の
広
報
」
を
裏
で
支
え
る
三
つ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
交
え
な
が
ら
、
お
届

け
し
ま
す
。

「広報おうら」をカセットテープに
録音してお届けしています

　町では、音声訳ボランティアの皆
さんのご協力により、目の不自由な
皆さんに、「声の広報」を無料でお
届けしています。
▶対象　町内在住で目が不自由な人
※障害者手帳の等級などは、関係

ありません。視力の低下で広報誌が
読みづらい人もご利用になれます。
▶費用　無料
▶申込・問合先　
　役場企画課Ｇ 47-5007
　町社会福祉協議会Ｇ 88-2408

無料▶「声の広報」

私
た
ち
が
「
声
の
広
報
」
を

録
音
し
て
い
ま
す

毎
月
交
代
で
三
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
録
音

「
声
の
広
報
」
は
、
町
の
広
報
誌
な
ど
を
音
声
訳
し
て
、
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
に
録
音
し
、
毎
月
、
目
の
不
自
由
な
人
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

音
声
訳
（
略
し
て
「
音
訳
」
と
も
い
い
ま
す
）
と
は
、
目
の
不
自

由
な
人
の
た
め
に
、
文
字
を
音
声
に
訳
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。

【特集】声の広報お届けします

虹の会 音声訳ボランティア すみれの会やらび

■音声訳ボランティアについてのお問い合わせも、役場企画課までお願いします。
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の
は
、
聴
い
て
く
れ
る
人
に
誌
面
の
雰

囲
気
を
伝
え
る
こ
と
。
ど
う
し
た
ら
活

気
の
あ
る
誌
面
を
声
だ
け
で
伝
え
る
か

大
変
難
し
い
こ
と
で
す
」。

　「最
近
、
広
報
お
う
ら
は
写
真
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
文
章
を

そ
の
ま
ま
読
ん
だ
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な

い
場
合
の
説
明
な
ど
も
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
ね
」
と
語
り
ま
す
。

　「ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
よ
う
に
は
い
き

ま
せ
ん
が
、
そ
の
人
の
個
性
の
あ
る
音

声
訳
も
、
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

専
門
家
か
ら
み
れ
ば
、
単
語
の
ア
ク
セ

ン
ト
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
多
少
違

う
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
は
、
そ

の
人
な
り
の
味
と
し
て
、
聴
く
人
に

と
っ
て
温
か
み
の
あ
る
音
声
訳
を
心
掛

け
て
い
ま
す
」
と
平
林
さ
ん
。

　結
成
当
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人

淡
嶋
房
永
さ
ん
は
、「
広
報
誌
を
み
ん

な
で
見
て
、
た
ま
に
意
見
を
交
わ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
身
近
な
情
報
誌
と
し

て
広
報
お
う
ら
は
貴
重
で
す
。
読
ん
で

い
て
邑
楽
町
の
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く

る
読
み
ご
た
え
の
あ
る
誌
面
構
成
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
雰
囲
気
を
そ
の
ま
ま

に
、
聴
い
て
い
る
人
に
も
ぜ
ひ
楽
し
ん

で
ほ
し
い
で
す
ね
。
録
音
す
る
方
も
楽

し
み
な
が
ら
、
音
声
訳
に
臨
み
た
い
で

す
」
と
語
り
ま
す
。

　平
林
さ
ん
は
、
お
母
様
の
介
護
の
た

め
来
年
の
３
月
で
代
表
を
退
か
れ
る
と

い
い
ま
す
。
で
す
が
、
可
能
な
限
り
は

お
手
伝
い
を
す
る
と
の
こ
と
。
来
年
の

４
月
か
ら
は
、
新
代
表
に
淡
嶋
さ
ん
が

就
か
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
取
材
の
と

き
に
知
り
ま
し
た
。

　「頼
り
に
な
る
平
林
さ
ん
が
い
な
い

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り
ま
す
が
、
メ
ン

バ
ー
が
入
れ
替
わ
っ
て
も
、
楽
し
さ
の

伝
わ
る
音
声
訳
を
、
こ
れ
か
ら
も
心
掛

け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
淡
嶋
さ
ん
。

　虹
の
会
で
は
、
そ
の
人
の
レ
ベ
ル
に

合
わ
せ
て
ペ
ー
ジ
の
割
り
当
て
な
ど
を

決
め
る
そ
う
で
す
。
機
械
的
に
ノ
ル
マ

を
つ
く
る
と
、
そ
の
人
の
負
担
に
も
つ

な
が
り
、
読
ん
で
い
て
も
お
も
し
ろ
く

な
く
、
ひ
い
て
は
聴
い
て
く
れ
る
人
に

誌
面
の
楽
し
さ
が
伝
わ
ら
な
い
か
ら
だ

そ
う
で
す
。
何
よ
り
、
音
声
訳
に
臨
む

と
き
の
「
気
持
ち
」
を
大
切
に
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　虹
の
会
は
昭
和
61
年
に
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
会
の
前
身
は
、
子
育
て
サ
ー
ク

ル
「
小
枝
の
会
」。
町
主
催
の
二
歳
児

の
子
育
て
教
室
で
知
り
合
っ
た
お
母
さ

ん
た
ち
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
読
み
聞

か
せ
を
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
広
報

担
当
者
か
ら
目
の
不
自
由
な
人
向
け
に

「
声
の
広
報
」
を
や
ら
な
い
か
と
の
働

き
か
け
が
あ
り
、今
に
至
る
そ
う
で
す
。

　虹
の
会
代
表
の
平
林
敬
子
さ
ん
は
、

「
平
成
５
年
か
ら
広
報
誌
の
録
音
を
手

掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
切
な

聴
く
人
の「
気
持
ち
」を
大
切
に

温
か
み
の
あ
る
声
を
届
け
た
い
で
す

虹の会

（現・安中市在住）
平林敬子さん代表

結成当時からのメンバー

（鶉新田・14区）
淡嶋房永さん虹の会

誌
面
の
雰
囲
気
を
伝
え
る

虹 の 会子育てサークルから朗読ボランティア
そして、音声訳ボランティアへ

●子育てサークルのお母さんたちで結成された虹の会。
その後、音声訳のボランティアを行っています。

虹の会の皆さん●虹の色は、一般的に７色。７人から始まっ
たボランティアなので、虹の会と命名されたそうです

大
切
な
の
は「
気
持
ち
」

2013＊DEC13

　　　や
ら
び
は
、
今
か
ら
約
30
年
前
に
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

　幼
い
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
た

ち
が
集
ま
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
読

み
聞
か
せ
を
始
め
た
こ
と
が
結
成
の
直

接
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　当
時
は
町
立
図
書
館
が
な
く
、
邑
楽

町
公
民
館
の
図
書
室
で
読
み
聞
か
せ
を

し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
58
年
頃
に
は
、

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
が
移
動
図
書
館

「
は
く
ち
ょ
う
号
」
に
乗
っ
て
、
主
に

高
島
地
区
の
各
公
民
館
を
回
り
、
土
曜

日
の
午
後
か
ら
地
区
の
子
ど
も
た
ち
に

読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　そ
ん
な
折
、
当
時
の
広
報
担
当
者
か

ら
目
の
不
自
由
な
人
向
け
に
「
声
の
広

報
」
を
や
ら
な
い
か
と
の
働
き
か
け
が

あ
り
、
音
声
訳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
始

ま
っ
た
の
で
す
。

　や
ら
び
の
代
表
を
務
め
る
山
形
房
江

さ
ん
は
、「
読
み
上
げ
る
う
え
で
、
一

番
重
要
な
の
は
聴
き
や
す
く
、
か
つ
分

か
り
や
す
い
か
ど
う
か
で
す
。
写
真
と

文
章
を
見
て
分
か
る
記
事
内
容
で
す

と
、
読
み
上
げ
て
み
る
と
、
実
は
分
か

り
に
く
い
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
」。

　「例
え
ば
『
下
表
の
通
り
』
な
ど
の

表
現
は
、
目
の
不
自
由
な
人
に
と
っ
て

は
、
分
か
り
ず
ら
い
代
表
例
で
す
。
そ

こ
で
、
読
み
方
の
順
番
を
変
え
た
り
説

明
を
加
え
た
り
し
て
、
読
み
方
の
工
夫

を
し
て
い
ま
す
」
と
、
録
音
す
る
と
き

の
注
意
点
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　記
事
を
読
み
上
げ
る
と
き
、
特
に
注

意
が
必
要
な
の
は
日
付
・
時
間
・
場
所

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
情
報
。
誤
読
の
な

い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
録
音

に
臨
む
そ
う
で
す
。

　体
調
を
崩
さ
れ
た
と
き
で
も
車
い
す

で
録
音
に
臨
ん
だ
と
い
う
山
形
さ
ん
。

「
長
く
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
私
た

ち
の
音
声
訳
で
も
少
し
は
目
の
不
自
由

な
皆
さ
ん
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
い

う
、
や
り
が
い
と
喜
び
が
あ
る
か
ら
で

す
。
そ
れ
と
メ
ン
バ
ー
の
み
ん
な
が
、

い
い
人
た
ち
ば
か
り
だ
か
ら
、
私
も
頑

張
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」。

　「私
た
ち
の
音
声
訳
が
役
に
立
っ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
ち
へ
恩
返
し
し

て
い
る
と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組
み
た

い
で
す
ね
」
と
語
り
ま
す
。

とても小さな力ですが、
目の不自由な人の役に立ち
たいという想

お も

いがあります

やらび

（石打・20区）
山形房江さん代表

や ら び朗読ボランティア経験のある
メンバーが今も音声訳を手掛ける

●かつて「はくちょう号」に乗って読み聞かせをしていた
お母さんたちが、音声訳のボランティアを長い間続けています。

やらびの皆さん●「やらび」は、沖縄の方言で「童（わらべ）」
という意味です。かつて、読み聞かせボランティアをしていた
沖縄県出身のメンバーの一人が、命名したそうです

出
発
は
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

重
要
な
の
は
聴
き
や
す
く

分
か
り
や
す
い
か
ど
う
か

目
の
不
自
由
な
皆
さ
ん
の

役
に
立
ち
た
い
想
い

【特集】声の広報お届けします
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れ
た
そ
う
で
す
。

　「金
子
さ
ん
は
、音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
あ
く
ま
で
黒
子
。
書
き
手
と
聴

き
手
の
仲
介
を
す
る
仕
事
と
、
よ
く

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
」
と
、
す
み

れ
の
会
代
表
の
小
倉
容
子
さ
ん
は
、
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　「音
声
訳
は
、印
刷
さ
れ
た
墨す

み

字
（
点

字
に
対
し
、
普
通
に
書
か
れ
た
文
字
）

を
、
で
き
る
だ
け
忠
実
に
読
む
こ
と
が

要
求
さ
れ
ま
す
。
感
情
を
込
め
る
と
、

聴
き
手
は
読
み
手
の
主
観
の
入
っ
た
感

情
表
現
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
た
ん
た
ん
と
読
み
進
め
ま

す
。
た
だ
し
、
録
音
本
番
に
臨
む
ま
で

に
割
り
当
て
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
を
何
回
も

読
み
、
ペ
ー
ジ
に
よ
っ
て
は
情
景
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
黙
読
。
そ
し
て
実
際

に
声
に
出
し
て
読
み
ま
す
。
何
よ
り
目

の
不
自
由
な
人
に
、
ご
く
自
然
に
聴
い

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
事
前
の
読
み
込

み
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
」。

　会
で
は
、
文
章
を
読
み
上
げ
る
と
き

の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
、
単
語
の
ア

ク
セ
ン
ト
な
ど
に
は
、
特
に
気
を
配
っ

て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
各
自
が
ア
ク
セ

ン
ト
辞
典
を
持
っ
て
い
て
、
読
み
上
げ

て
気
に
な
る
単
語
が
出
て
く
る
と
、
す

ぐ
に
辞
書
を
引
い
て
確
認
作
業
を
す
る

そ
う
で
す
。

　会
で
は
、
第
一
に
誤
読
せ
ず
に
正
確

に
読
む
こ
と
。
聴
き
や
す
く
、
ご
く
自

然
に
聴
い
て
も
ら
え
る
こ
と
。そ
し
て
、

で
き
る
だ
け
早
く
仕
上
げ
ま
し
ょ
う
と

い
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
と

い
い
ま
す
。

　広
報
お
う
ら
が
発
行
さ
れ
て
か
ら
、

郵
送
さ
れ
る
録
音
テ
ー
プ
。「
早
く
仕

上
げ
ま
し
ょ
う
」
と
は
、
で
き
る
だ
け

早
く
届
く
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
な
の

で
す
。

　一
方
で
今
後
、
こ
の
活
動
に
協
力
し

て
く
れ
る
人
が
会
に
加
わ
っ
て
く
れ
る

か
ど
う
か
が
、
大
き
な
課
題
に
も
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー

も
年
齢
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
い
ず
れ
は
引
き
継
い
で
行
か
な
け

れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
が
で
き
な
い
と
い
う
事
態
も
想
定
で

き
る
か
ら
で
す
。

　「ま
だ
ま
だ
納
得
の
い
く
完
璧
な
音

声
訳
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
聴
く
人
の

耳
に
、
ご
く
自
然
に
入
っ
て
心
に
響
く

よ
う
な
音
声
訳
に
し
て
い
く
こ
と
が
目

標
で
す
」
と
小
倉
さ
ん
。

　す
み
れ
の
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
聴

き
手
に
配
慮
し
た
音
声
訳
を
心
掛
け
、

「
聴
き
や
す
さ
」
の
追
求
を
続
け
て
い

く
の
で
す
。

　音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
み
れ
の
会

は
、
平
成
５
年
に
町
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

の
受
講
生
を
中
心
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
、
県
の
点
字
図
書
館
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
金
子
純
子
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
邑
楽
町
で
講
座
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
純
子
さ
ん
の「
す

み
」
を
と
り
、
す
み
れ
の
会
と
命
名
さ

音声訳ボランティア すみれの会

（新中野・33 区）
小倉容子さん代表

聴
き
や
す
さ
の
追
求

音
声
訳
に
臨
む
姿
勢

聴
く
人
の
耳
に

ご
く
自
然
に
入
っ
て

心
に
響
く
音
声
訳
を

目
指
し
た
い
で
す

音声訳ボランティア すみれの会の皆さん
●会の名称は、町社会福祉協議会主催の朗読
ボランティア養成講座で講師を務めていた金
子純子（かねこ・すみこ）さんの「すみ」の字
をとり、「すみれの会」と命名されました

すみれの会

基本に忠実に、聴きやすさを目指して

●「広報おうら」と町社会福祉協議会発行の
「私たちの福祉」の音声訳を、手掛ける音声
訳グループ。聴き手に配慮した音声訳を心掛
け、「聴きやすさ」の追求を続けています。

音声訳ボランティア

2013＊DEC15

す
。
曲
の
ア
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
も
音
声

ガ
イ
ド
付
き
パ
ソ
コ
ン
で
行
い
、
気
持

ち
が
乗
っ
て
く
る
と
深
夜
ま
で
作
業
す

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
何
よ
り
音

楽
活
動
が
「
生
き
が
い
」
と
語
る
戸
ヶ

﨑
さ
ん
。
毎
月
送
ら
れ
て
く
る
「
声
の

広
報
」
は
、
時
間
を
見
つ
け
て
聴
い
て

い
る
そ
う
で
す
。

　「『
声
の
広
報
』
で
邑
楽
町
の
こ
と
が

分
か
る
の
で
、
と
て
も
貴
重
で
お
も
し

ろ
い
で
す
ね
」。

　「
た
だ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
だ
と
、

も
う
一
度
自
分
の
知
り
た
い
情
報
に
巻

き
戻
す
の
に
、
手
間
が
相
当
か
か
り
ま

す
。
し
か
も
全
て
記
憶
し
て
お
か
な
い

と
、
ど
こ
に
何
の
記
事
が
あ
っ
た
か
、

巻
き
戻
す
の
に
も
一
苦
労
で
す
。
時
間

の
な
い
と
き
、
自
分
の
知
り
た
い
情
報

を
す
ぐ
に
聴
き
た
い
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
逆
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
不

便
な
点
も
あ
り
ま
す
」。

　「現
在
、視
覚
障
害
者
の
間
で
広
ま
っ

て
い
る
、
プ
レ
ク
ス
ト
ー
ク
（PLEX

 
TA

LK
）
と
い
う
デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書

関
連
機
器
が
あ
り
ま
す
。
デ
イ
ジ
ー

（D
A

ISY

）
と
呼
ば
れ
る
形
式
で
Ｃ
Ｄ

一
枚
に
図
書
内
容
が
全
て
収
ま
り
ま

す
。
利
点
は
、
ペ
ー
ジ
ご
と
に
音
声
訳

を
呼
び
出
せ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
目
次

も
設
定
で
き
、
目
次
か
ら
読
み
た
い
章

や
節
、
任
意
の
ペ
ー
ジ
に
飛
ぶ
こ
と
も

で
き
る
の
で
す
。
と
て
も
便
利
で
、
私

も
現
在
利
用
し
て
い
る
一
人
で
す
」と
、

最
新
機
器
を
利
用
す
る
一
方
で
ア
ナ
ロ

グ
な
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
使
い
分
け
な

く
て
は
な
ら
な
い
戸
ヶ
﨑
さ
ん
。

　「い
ず
れ
は
邑
楽
町
の
歌
を
つ
く
り

た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
も
っ
と

邑
楽
町
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
つ
く
れ

ま
せ
ん
。『
声
の
広
報
』
は
情
報
源
の

一
つ
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
聴
い
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
と
、
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　目
の
不
自
由
な
人
に
と
っ
て
「
声
の

広
報
」
は
、
ま
ち
の
情
報
を
得
る
た
め

に
身
近
な
も
の
。
ま
だ
利
用
さ
れ
て
い

な
い
目
の
不
自
由
な
人
に
利
用
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
今
回
の

取
材
を
通
し
て
、
現
在
の
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
録
音
だ
と
、
知
り
た
い
情
報
を

す
ぐ
に
聴
け
な
い
と
い
う
不
便
な
点
も

あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
分
か
り
ま

し
た
。
今
後
の
課
題
と
い
え
ま
す
。

「声の広報」を利用している
（前谷東原・２区）
戸ヶ﨑澄男さん

戸ヶ﨑さんは 1958 年生まれ。先天性の目の病
気で、小学５年生から前橋市の県立盲学校へ。
小・中学課程、高校の普通課程も終え、専攻科
の理療科でマッサージや鍼灸の勉強をしまし
た。現在、鍼灸マッサージ院を経営する傍ら、
音楽スタジオも経営。パソコンで作曲や曲のア
レンジなども手掛け、地区のカラオケ教室の講
師も務めるなど、エネルギッシュな 55 歳です。

　　戸
ヶ
﨑
さ
ん
は
、
先
天
性
の
目
の
病

気
で
今
は
光
も
ま
っ
た
く
わ
か
り
ま
せ

ん
。
小
学
生
の
と
き
、す
で
に
視
力
は
、

０
・
０
３
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
現
在

は
、
館
林
市
で
鍼し

ん
き
ゅ
う灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
院
を

経
営
す
る
傍
ら
、
自
宅
で
音
楽
ス
タ
ジ

オ
を
経
営
。
パ
ソ
コ
ン
で
作
曲
や
曲
の

ア
レ
ン
ジ
な
ど
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　「目
の
見
え
な
い
こ
と
を
、ハ
ン
デ
ィ

と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ

ん
。
常
に
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
工
夫
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
生
き
て

き
ま
し
た
。
学
生
時
代
は
フ
ォ
ー
ク
ソ

ン
グ
や
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
そ
し
て
バ
ン

ド
活
動
な
ど
、
常
に
音
楽
と
一
緒
の
生

活
を
し
て
い
ま
し
た
」
と
戸
ヶ
﨑
さ
ん

は
語
り
ま
す
。

　バ
イ
オ
リ
ン
以
外
の
楽
器
で
あ
れ

ば
、
ギ
タ
ー
、
ピ
ア
ノ
な
ど
一
通
り
の

楽
器
演
奏
も
で
き
て
し
ま
う
そ
う
で

町のことを知るのに必要です
でも、不便なこともあります…

　私
が
点
字
を
始
め
た
の
は
、
８
年

前
に
友
人
に
誘
わ
れ
て
町
社
会
福
祉

協
議
会
主
催
の
点
字
講
習

会
に
参
加
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。
毎
月
、「
声
の

広
報
」
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
に
貼
る
点
字
テ
ー
プ
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　点
字
一
覧
表
を
見
な
が

ら
、
携
帯
用
点
字
器
を
使

用
し
て
、
フ
ィ
ル
ム
に
穴
を
打
っ
て

い
き
ま
す
。
点
字
は
、
縦
３
点
×
横

２
点
の
６
点
の
各
点
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
っ
て
で
き
る
63
種
類
を
基
本
に

字
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　間
違
い
が
な
い
よ
う
に
、
と
て
も

気
を
使
い
ま
す
が
、
暇
を
み
つ
け
て

毎
月
楽
し
み
な
が
ら
作
っ
て
い
る
ん

で
す
よ
。
今
後
も
自
分
の
で
き
る
範

囲
で
、
協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。 点訳ボランティア「てんてん虫」

（寺中・26区）篠﨑効
き く こ

子さん

間違えないように、集中して点字を打っています
インタビュー●「声の広報」に貼ってある点字テープを作る人

音
楽
が
生
き
が
い
の
生
活

す
ぐ
に
聴
け
な
い
不
便
さ

●「声の広報」を利用している人に話を聞きました

携帯用点字器
点字一覧表を見ながら、一点
ずつ穴を打っていきます

【特集】声の広報お届けします
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　あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
、
県
知
事
表
彰
と

関
東
農
政
局
長
賞
を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
地
産
地
消
優
良
活
動
団
体
と
し

て
、
表
彰
を
受
け
た
も
の
で
す
。
今
回
、
伝

統
食
を
生
か
し
た
商
品
開
発
、
地
域
密
着
の

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　橋
本
組
合
長
は
、「
今
回
の
受
賞
は
組
合

員
み
ん
な
の
力
と
、
出
荷
し
て
く
だ
さ
る
皆

さ
ん
の
支
え
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
地
産
地
消
を
、
進
め
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

あいあいセンターの皆さん
【写真左から】麺類部長・矢島美惠子さん、直売部兼
組合長・橋本惠美子さん、加工部長・清水ちえみさん

表彰

県
知
事
表
彰
と
関
東
農
政
局
長
賞
を
ダ
ブ
ル
受
賞

地
産
地
消
優
良
活
動
団
体
と
し
て
表
彰

●

●
●
●
●
●

　東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災
害
見
舞
金
の

支
給
が
、
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
申
請

分
で
受
付
終
了
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象（
次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
）

①
平
成
23
年
３
月
11
日
時
点
で
邑
楽
町
に
住

民
登
録
が
あ
っ
た

②
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
地
震
が

原
因
で
、
①
に
該
当
す
る
人
が
町
内
に
所
有

す
る
家
屋
ま
た
は
塀
に
被
害
を
受
け
た

③
②
の
修
理
費
が
合
計
10
万
円
以
上

▼
見
舞
金
額

　１
世
帯
２
万
円（
１
回
限
り
）

▼
必
要
書
類

　申
請
書
、
領
収
書
、
通
帳

※
申
請
書
は
役
場
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　役
場
総
務
課
の
窓
口
に
必
要

書
類
を
持
参
し
て
直
接
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

　

役
場
総
務
課
Ｇ
47

−

５
０
０
４

見舞金

申
請
が
お
済
み
で
な
い
人
は
お
早
め
に

地
震
災
害
見
舞
金
の
支
給
が
終
了
し
ま
す

●

●
●
●
●
●

　平
成
25
年
11
月
1
日
か
ら
「
町
道
幹
線
3

号
線
～
町
道
幹
線
18
号
線
」
の
区
間
が
一
部

開
通
と
な
り
ま
し
た
。
開
通
区
間
は
、
下
記

略
図
の
通
り
で
す
。
以
前
と
は
周
辺
道
路
環

境
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
通
行
に
は
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
全
線
開
通
ま
で
の

間
、
大
型
車
両
の
通
行
は
で
き
ま
せ
ん
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

　役
場
都
市
建
設
課

Ｇ
47

−

５
０
３
０

役場

122
町道幹線19号線町道幹線19号線

本中野　

北

町道幹線3号線町道幹線3号線
中野小学校中野小学校

町道幹線18号線町道幹線18号線

開通区間
未開通区間

中野東
小学校 多々良沼

※今回の開通区間は、生協駐車場から
中央保育園北の道路までです。

【開通区間略図】

開通

町
道
幹
線
３
号
線
～
18
号
線
区
間
の
開
通

町
道
幹
線
19
号
線
が
一
部
開
通
し
ま
し
た

●

●
●
●
●
●

　町
で
は
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
活
動
補
助

金
制
度
」
を
開
始
し
、

７
月
１
日
～
８
月
21

日
に
受
け
付
け
し
ま

し
た
。
今
回
、
４
団
体
か

ら
応
募
が
あ
り
、
審
査
会
の
審
査
の
結
果
、

下
記
の
と
お
り
交
付
決
定
し
ま
し
た
。

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
補
助
金
制
度
】

地
域
連
帯
意
識
の
高
揚
と
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
、
多
様
な
発
想

と
工
夫
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

む
団
体
を
支
援
す
る
制
度
。

▼
問
合
先

　役
場
企
画
課
Ｇ
47

−

５
0
０
9

事業名 団体名 事業の概要

諏訪原地域の生活
環境整備推進活動 16会

地域施設（道路など）の清掃、
放置地の緑化などを月 2回程
度実施。

緑寿 (66歳) の長寿
を祝い、その熟年力
を生かす支援活動

邑楽町熟年力
を活かす会

緑寿の式典で長寿を祝福し、
その熟年力を生かした地域社
会に貢献する活動を支援。

子供塾と高齢者支援
センター設置事業

33区新中野
自治会

車がなくても生活必需品が買
える場所づくり、学校帰りに
宿題を終わらせていける場所
づくりから支援。

英会話、講演会を通
した子育て支援活動

群馬おうら
プロバス・クラブ

外国人による英会話講座とプ
ロバス・クラブ会員による講
演会を開催し、広い知識と健
全な考え方を学習する。

協働

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
補
助
金
制
度

審
査
の
結
果
、４
団
体
に
交
付
決
定

●

●
●
●
●
●
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シンボルタワー
「未来ＭｉＲＡｉ」

【休館日】12 月 29 日㈰～
平成 26年１月３日㈮
※１月１日㈬は午前６時か
ら正午まで臨時開館します。

▶問合先
シンボルタワーＧ 88-8686
役場産業振興課Ｇ 47-5026

福祉センター寿荘 【休館日】12 月 29 日㈰～
平成 26年１月３日㈮

▶問合先
福祉センター寿荘Ｇ 88-6588
役場福祉課Ｇ 47-5024

あいあいセンター
【休業日】　平成 26年１月１
日㈬・4日㈯・5日㈰
※ 12月 30日㈪臨時営業、
１月８日㈬から通常営業。

▶問合先
あいあいセンターＧ 89-1456
役場産業振興課Ｇ 47-5025

※社会教育施設の休館日については、
24 ページをご覧ください。

施設の休館日・休業日 お休み

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
、福
祉
セ
ン
タ
ー
、あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

年
末
年
始
の
休
館
日
と
休
業
日

●

●
●
●
●
●

▼
対
象

　町
内
在
住
の
小
・
中
学
生

▼
募
集
条
件

　ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
な
ど

で
、
多
々
良
沼
に
飛
来
し
て
い
る
白
鳥
を
画

用
紙
（
縦
38
㎝
×
横
54
㎝
以
内
）
に
描
く

※
作
品
の
裏
面
に
学
校
名
・
学
年
・
組
・
名

前
を
書
い
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

　各
小
・
中
学
校
、ま
た
は
役
場

産
業
振
興
課
に
直
接
提
出
す
る

※
優
秀
賞
は
作
品
を
写
真
撮
影
し
て
、
額
に

入
れ
記
念
品
と
し
て
進
呈
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切

　平
成
26
年
１
月
14
日
㊋

▼
申
込
・
問
合
先

　役
場
産
業
振
興
課

Ｇ
47

−

５
０
２
６

募集

応
募
者
全
員
に
参
加
賞
が
出
ま
す

多
々
良
沼
の
白
鳥
絵
画
作
品
を
募
集

●

●
●
●
●
●

【
２
０
１
３
年
最
優
秀
作
品
】

邑
楽
南
中
学
校
２
年

　渡
邊
恋
さ
ん
の
作
品

　

【
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
搬
入
】

▼
年
末
の
搬
入

　

12
月
30
日
㊊
ま
で

午
前
9
時
～
11
時
30
分
、
午
後
1
時
～
4
時

※
12
月
30
日
は
、
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

▼
新
年
の
搬
入

　

平
成
26
年
1
月
6
日
㊊
か
ら

午
前
9
時
～
11
時
30
分
、
午
後
1
時
～
4
時

▼
問
合
先

　

役
場
生
活
環
境
課
Ｇ
47

−

５
０
１
８

清
掃
セ
ン
タ
ー
Ｇ
63

−

１
２
６
６

種　別 収集日

燃えるごみ

【月曜日・木曜日に収集する地区】
年末最後▷12月 30日㈪
新年最初▷ 1月 6日㈪

【火曜日・金曜日に収集する地区】
年末最後▷12月 31日㈫
新年最初▷ 1月 7日㈫

資源ごみ
燃えないごみ

【年末最後の収集・地区の指定曜日】 
▷12月 23日㈪～ 27日㈮

【新年最初の収集・地区の指定曜日】 
▷ 1月 6日㈪～ 10日㈮

収集

１
月
１
日
～
５
日
は
、ご
み
の
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
の
お
知
ら
せ

●

●
●
●
●
●

※収集時間が通常と変わる
ことがあります。午前８時
30 分までに出してください。

▼
募
集
職
種

　一
般
事
務
補
助
、
幼
稚
園
教

諭
、
保
育
士
、
保
育
園
調
理
員
、
児
童
館
厚

生
員
、
図
書
館
員
、
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
、

学
校
用
務
員
、
学
校
図
書
、
学
校
指
導
助
手
、

支
援
員
、
相
談
員
、
保
健
師
、
社
会
教
育
指

導
員
な
ど

※
職
種
に
よ
り
免
許
・
資
格
な
ど
が
必
要
。

▼
人
数

　各
職
種
と
も
若
干
名

▼
雇
用
期
間

　平
成
26
年
４
月
１
日
～

６
か
月
間
（
６
か
月
延
長
の
場
合
あ
り
）

▼
選
考
方
法

　書
類
審
査
、
面
接
な
ど

▼
応
募
方
法

　履
歴
書（
市
販
の
も
の
）提
出

▼
受
付
期
間

　12
月
16
日
㊊
～
26
日
㊍

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

▼
受
付
時
間
（
役
場
開
庁
時
間
に
限
る
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼
申
込
・
問
合
先

　役
場
総
務
課

Ｇ
47

−

５
０
０
６

募集

あ
な
た
の
チ
カ
ラ
を
待
っ
て
い
ま
す

役
場
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

●

●
●
●
●
●
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年
金
受
給
者
の
住
所
変
更

▼
手
続
方
法

　「年
金
受
給
権
者
住
所
変
更

届
」
を
年
金
事
務
所
へ
提
出

※
申
請
書
は
、
は
が
き
様
式
な
の
で
50
円
切

手
を
貼
っ
て
郵
送
可
能
で
す
。

※
申
請
し
な
い
と
、
年
金
振
込
通
知
書
な
ど

の
書
類
が
変
更
後
の
住
所
に
届
き
ま
せ
ん
。

▼
申
請
書
の
配
布
場
所

太
田
年
金
事
務
所
、
役
場
保
険
年
金
課

▼
問
合
先

　太
田
年
金
事
務
所

Ｇ
49

−

３
７
１
６

65
歳
に
な
る
と
手
続
が
必
要
で
す

　特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
65
歳
で
受

給
権
が
消
滅
し
ま
す
。
そ
の
後
、
新
た
に
老

齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
必
要
書
類

　「国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保

険
老
齢
給
付
裁
定
請
求
書
（
は
が
き
様
式
）」

※
65
歳
に
な
る
誕
生
月
の
初
め
頃
（
１
日
生

ま
れ
の
人
は
前
月
の
初
め
頃
）
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
ら
れ
ま
す
。

▼
手
続
方
法

　誕
生
月
の
末
日
（
１
日
生
ま

れ
の
人
は
前
月
の
末
日
）
ま
で
に
、
裁
定
請

求
書
を
日
本
年
金
機
構
へ
提
出
す
る

▼
手
続
き
が
完
了
す
る
と

「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
裁
定
通
知
書
・

支
給
額
変
更
通
知
書
」
が
送
ら
れ
る

▼
問
合
先

　太
田
年
金
事
務
所

Ｇ
49

−

３
７
１
６

家
屋
の
滅
失
手
続
を
忘
れ
ず
に

　家
屋
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
、

毎
年
１
月
１
日
に
現
存
す
る
も
の
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　年
の
途
中
で
家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
、
１

月
１
日
ま
で
に
役
場
税
務
課
で
滅
失
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
が
遅
れ
る
と
、
翌
年

度
以
降
も
課
税
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
先

　役
場
税
務
課
Ｇ
47

−

５
０
１
２

今
月
の
納
税

▼
納
期
限

町
県
民
税
（
４
期
） 

 

12
月
25
日
㊌

国
民
健
康
保
険
税
（
６
期
） 

12
月
25
日
㊌

介
護
保
険
料
（
６
期
） 

 

12
月
25
日
㊌

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
６
期
） 

 

12
月
25
日
㊌

館
林
税
務
署
の
臨
時
職
員
を
募
集

▼
募
集
人
数

　80
人
程
度

▼
勤
務
日

　平
成
26
年
１
月
下
旬
～
３
月
中

旬
ま
た
は
下
旬
の
月
～
金
曜
日

▼
勤
務
時
間

　午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
昼
休
み
を
除
く
５
時
間
30
分
）

▼
勤
務
内
容

　受
付
、パ
ソ
コ
ン
入
力
作
業
、

書
類
整
理
な
ど

▼
勤
務
場
所

　館
林
税
務
署

ま
た
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
太
田

▼
申
込
・
問
合
先

　

館
林
税
務
署
総
務
課
Ｇ
72

−

９
５
０
０

法律相談（要予約・定員10人）
12月21日㈯・相澤弁護士
平成26年１月18日㈯・中村弁護士
午後１時30分～４時・邑楽町役場
役場住民課Ｇ47-5017
人権・行政相談（電話予約も可）
※12月４日～10日は「人権週間」です。
12月５日㈭・午前10時～午後３時
平成26年１月９日㈭・午後１時30分～４時
邑楽町公民館
岩﨑・堀越・関根・細谷相談員
役場住民課Ｇ47-5017
心配ごと相談
12月20日㈮・平成26年１月20日㈪
午後１時～３時30分
社会福祉協議会相談室
社会福祉協議会Ｇ88-2408
心配ごと電話相談（専用電話）
月～金曜日（祝日除く）・午前９時～午後４時
社会福祉協議会Ｇ88-7620
青年相談　
平成26年１月４日㈯・１月18日㈯
午後６時～８時・ヤングプラザＧ89-1501

交通事故相談
月～金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後4時
県交通事故相談所
Ｇ027-243-2511
年金相談
12月19日㈭・午前９時30分～午後３時
館林市役所Ｇ72-4111
子育てこころの相談（要予約）
12月18日㈬・平成26年１月８日㈬
午前９時～正午
館林保健福祉事務所Ｇ72-3230
精神保健福祉相談（要予約）
12月18日㈬・平成26年１月８日㈬
午後３時～５時
館林保健福祉事務所Ｇ72-3230
エイズ相談【HIV抗体検査】（要予約）
相談・検査日は毎週火曜日（祝日除く）
午前９時～10時
※対象は、感染の機会があったと思われ
る時期から３か月経過している人です。
※費用は無料です。
館林保健福祉事務所Ｇ72-3230

定 例 相 談

TOWN INFORMATION 情 広報 場ORA
年
金
・
税
金

募

　
集

　平成25年度上半期の相談件数は131件。依然として高
齢者被害の相談が多く見られ、多重債務や生命保険契約
の相談も目立ちました｡また、パソコンやスマートフォ
ンを利用し､高額請求を受け
たとの相談も多数ありまし
た｡最近では、太陽光発電や
リフォームなど住宅関係の
相談も増加傾向にあります｡
▶問合先　消費生活センター
（役場産業振興課内）Ｇ47-5047

相談内容 件数

金融・保険サービス 23

運輸・通信サービス 19

他の相談 19

土地・建物・
設備・住居品 14

教養･娯楽サービス 12

食品・光熱水品・被服品 11

消費生活センターからのお知らせ

相談内容 件数

教養・娯楽品 11

保健・福祉・家事・
外食・保健衛生 10

その他行政サービス 5

商品一般 4

車両・乗り物 3

平成25年4月～9月上半期相談状況

↑出前講座も行っています

相談件数 131 件

年
金
受
給
者
の
住
所
変
更

2013＊DEC19

石
打
町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　町
で
は
平
成
25
年
度
末
完
成
予
定
の
石
打

町
営
住
宅
団
地
Ｂ
棟
（
第
2
期
）
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間
（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

12
月
16
日
㊊
～
平
成
26
年
1
月
31
日
㊎

▼
入
居
資
格
（
収
入
制
限
あ
り
）

①
町
内
在
住
か
在
勤
で
、
親
族
と
入
居
す
る

予
定
の
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

②
町
内
在
住
か
在
勤
で
、
単
身
の
高
齢
者
・

障
害
の
あ
る
人
で
、住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

③
①
か
②
に
該
当
し
、
そ
の
他
の
入
居
資
格

を
す
べ
て
満
た
す
こ
と

※
そ
の
他
の
入
居
資
格
に
つ
い
て
は
役
場
都

市
建
設
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
住
宅

　１
Ｋ
・
１
Ｄ
Ｋ（
１
人
以
上
）・

２
Ｄ
Ｋ
（
２
人
以
上
）・
３
Ｄ
Ｋ
（
３
人
以
上
）

※
募
集
戸
数
・
家
賃
な
ど
は
募
集
案
内
参
照
。

▼
入
居
可
能
日

　3
月
下
旬
以
降

▼
募
集
案
内
配
布
場
所

　役
場
都
市
建
設
課

▼
申
込
・
問
合
先

　役
場
都
市
建
設
課

Ｇ
47

−

５
０
３
１

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▼
募
集
期
間（
一
部
随
時
募
集
の
住
宅
あ
り
）

平
成
26
年
１
月
４
日
㊏
～
18
日
㊏

▼
入
居
資
格
（
収
入
制
限
あ
り
）

住
宅
に
困
窮
し
、
親
族
と
入
居
す
る
予
定
の

人
や
単
身
の
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
人

※
募
集
戸
数
・
家
賃
な
ど
は
募
集
案
内
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

▼
募
集
案
内
配
布
場
所

　県
住
宅
供
給
公

社
、
県
土
木
事
務
所
、
役
場
都
市
建
設
課

▼
入
居
可
能
日

　平
成
26
年
４
月
１
日
㊋

▼
申
込
・
問
合
先

　県
住
宅
供
給
公
社

Ｇ
０
２
７

−

２
２
３

−

５
８
１
１

春
の
優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
表
彰
の
申
請

▼
対
象

　大
泉
交
通
安
全
協
会
会
員
で

左
表
の
期
間
無
事
故
無
違
反
で
あ
っ
た
人

▼
必
要
書
類

　①
12
月
２
日
以
降
に
発
行
し

た
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
（
６
３
０
円
）

②
表
彰
申
請
書
、
念
書
（
各
１
通
）

▼
申
請
締
切

　平
成
26
年
1
月
24
日
㊎

▼
申
請
・
問
合
先

大
泉
交
通
安
全
協
会
Ｇ
62

−

２
６
８
７

長
柄
支
部
長
・
浦
野
肇
Ｇ
88

−

３
８
３
５

中
野
支
部
長
・
戸
ヶ
﨑
武
男
Ｇ
88

−

４
７
７
１

高
島
支
部
長
・
原
茂
英
Ｇ
88

−

３
６
０
２

館
林
高
等
看
護
学
院
の
学
生
募
集

▼
募
集
人
数

　40
人
（
修
業
年
限
３
年
）

▼
応
募
資
格
（
①
か
②
に
該
当
す
る
人
）

①
高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
も
含
む
）

②
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格
者

※
入
学
願
書
な
ど
は
、同
看
護
学
院
で
配
布
。

▼
試
験
期
日

第
１
次
試
験

　平
成
26
年
１
月
22
日
㊌

▼
試
験
会
場

　館
林
高
等
看
護
学
院

▼
願
書
受
付
期
間

　

12
月
16
日
㊊
～
平
成
26
年
１
月
９
日
㊍

▼
申
込
・
問
合
先

　館
林
高
等
看
護
学
院

Ｇ
73

−

７
１
７
５

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
募
集

▼
応
募
資
格

　日
本
国
籍
を
有
し
15
歳
以
上

17
歳
未
満
（
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
）
の

男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
の
前
期
課
程
修
了
者（
見
込
み
を
含
む
）

▼
受
付
締
切

　平
成
26
年
１
月
10
日
㊎

▼
試
験
日

　平
成
26
年
１
月
18
日
㊏

▼
試
験
会
場

　前
橋
市
民
文
化
会
館

▼
問
合
先

　自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部

太
田
出
張
所
Ｇ
45

−

５
５
６
３

介
護
職
員
養
成
講
座

▼
講
習
期
間
（
実
21
日
間
）
　

平
成
26
年
１
月
10
日
㊎
～
３
月
20
日
㊍

月
・
水
・
金
曜
日
に
講
義
、
演
習
、
実
習

▼
時
間

　午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
会
場

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
互
い
さ
ま
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
館
林
市
北
成
島
町
）

▼
定
員

　20
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料

　８
万
円

※
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
５
、９
０
０
円
で
す
。

▼
申
込
方
法

　郵
送
ま
た
は
、
フ
ァ
ク
ス
で

申
し
込
む

▼
申
込
期
間

　12
月
10
日
㊋
～
20
日
㊎

▼
申
込
・
問
合
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
互
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｇ
70

−

１
３
２
６
、
Ｃ
70

−

１
３
２
７

【火・金曜日】0歳～就学前の子どもと保護者【水曜日】２歳以上の子どもと保護者
【木曜日】0歳～１歳の子どもと保護者
▶問合先　子育て支援センター（中央保育園内）Ｇ88-0230

ふれあい保育

風の子保育園の子育て支援室に遊びに来ませんか。
楽しい遊びと仲間たちに出会えますよ。
▶活動日・対象
　月曜日	 自由開放日（年齢を問わず自由にご利用できます）
　火曜日	 １歳児（平成23年４月２日～平成24年４月１日）
　水曜日	 ０歳児（平成24年４月２日～後期）
　木曜日	 ０歳児（生後３か月～前期）、妊婦さん
　金曜日	 ２歳児（平成22年４月２日～平成23年４月１日）
▶時間・内容　午前９時30分～11時30分・親子活動など
　　　　　　	午前11時30分～午後０時30分・ランチ（自由参加）
　　　　　　	午後０時30分～２時30分・子育て相談　
▶申込・問合先
　社会福祉法人こころみの会風の子保育園子育て支援室
　Ｇ88-7655（午前９時～午後２時まで）

子育て支援室

１月の予定 【午前10時～正午】 ７日㈫ 　開放日

８日㈬・９日㈭ ★絵馬作り
10日㈮・14日㈫ 　開放日

15日㈬・16日㈭ ★ペープサートシアター
★マジックシアター

17日㈮・21日㈫ 　開放日

22日㈬ ★もちつき
23日㈭ ★和太鼓・獅子舞見学

24日㈮・28日㈫ 　開放日

29日㈬・30日㈭ ★誕生会・節分製作
31日㈮ 　開放日

※予定が変更になることがあります。

☆子育てに関する電話相談、
来園相談も受け付けています。

表彰種別
無事故
無違反
期　間

旭日金冠章 40年
以上

金冠金章 30年
以上

金冠銀章 20年
以上

金章 15年
以上

銀章 10年
以上

銅章 ５年
以上

石打町営住宅
（完成予想図）
住所・石打 1171-1
構造・鉄筋コンクリート
　　　３階建て
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家
族
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す

▼
期
日

　平
成
26
年
1
月
23
日
㊍

▼
時
間

　午
後
2
時
～
3
時
30
分

▼
会
場

　保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

　介
護
し
て
い
る
人
、
介
護
に
興
味

の
あ
る
人
な
ど

▼
内
容

　「
笑
い
」
に
「
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
」

を
取
り
入
れ
た
健
康
体
操

▼
定
員

　30
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

　電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

　町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
Ｇ
80

−

９
３
０
０

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
！

　製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
し
た

「
工
業
統
計
調
査
」
が
12
月
31
日
を
基
準
日

と
し
て
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

▼
調
査
目
的

　行
政
施
策
の
基
礎
資
料
、
企

業
・
学
校
な
ど
の
研
究
資
料
や
教
材
に
利
用

▼
調
査
内
容

　従
業
者
数
・
原
材
料
費
・

製
造
品
出
荷
額
な
ど

※
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
調
査
員
が
皆
さ

ん
の
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
。

▼
問
合
先

　役
場
企
画
課
Ｇ
47

−

５
０
１
０

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請

　町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
書
を
、
対
象

者
へ
12
月
下
旬
（
予
定
）
に
郵
送
し
ま
す
。

▼
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
）

①
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内
在
住
の
人

②
平
成
６
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

③
10
㌃
以
上
の
農
地
の
耕
作
業
務
を
営
む
人

か
、
そ
の
同
居
親
族
で
耕
作
日
数
が
年
間
60

日
以
上
の
人
、
ま
た
は
10
㌃
以
上
の
農
地
の

耕
作
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
社
員
等

④
平
成
25
年
3
月
31
日
現
在
、
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
人

※
①
～
③
の
条
件
を
満
た
し
、
新
た
に
登
載

申
請
す
る
人
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
方
法

　同
封
の
返
信
用
封
筒
に
必
要

事
項
を
書
い
た
申
請
書
を
入
れ
て
返
送
す
る

▼
提
出
期
限

　平
成
26
年
１
月
10
日
㊎

▼
問
合
先

　町
選
挙
管
理
委
員
会

（
役
場
総
務
課
内
）
Ｇ
47

−

５
０
０
２

納
入
参
加
資
格
申
請
の
受
付

　町
で
は
平
成
26
年
度
の
学
校
給
食
用
物
資

の
納
入
参
加
資
格
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
申
請
書
配
布

　平
成
26
年
１
月
15
日
㊌
～

▼
受
付
期
間
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

平
成
26
年
１
月
15
日
㊌
～
24
日
㊎

▼
受
付
時
間

　午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
必
要
書
類

　①
所
定
の
申
請
書
、
②
営
業

許
可
書
の
写
し
（
食
品
衛
生
法
第
21
条
に
該

当
す
る
人
）、
③
納
税
証
明
書
（
写
し
可
）、

④
食
品
衛
生
監
視
票
の
写
し
（
最
新
の
も

の
）、
⑤
検
便
検
査
の
結
果
成
績
表
（
最
新

の
も
の
・
写
し
可
）、
⑥
そ
の
他
に
提
出
指

示
を
受
け
た
書
類

※
申
請
に
は
町
へ
の
入
札
参
加
資
格
申
請
、

ま
た
は
小
規
模
契
約
登
録
が
必
要
で
す
。

▼
申
請
・
問
合
先

　町
立
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
Ｇ
88

−

０
６
７
８

TOWN INFORMATION 情 広報 場ORA

１月の休日当番医
邑楽郡（内科系） 館林市（内科系） 外科系 耳鼻科

１日
（水）

寺内医院
赤堀Ｇ88-1511

安楽岡医院
堀工町Ｇ72-0572

館林厚生病院
（小児科のみ）
成島町Ｇ72-3140

最上胃腸科
館林市朝日町Ｇ74-3763

２日
（木）

黛泌尿器科
大泉町坂田Ｇ63-7800

横田胃腸科
細内町Ｇ72-4970

館林厚生病院
（小児科のみ）
成島町Ｇ72-3140

慶友整形外科
館林市羽附町Ｇ72-6000

３日
（金）

田沼内科医院
中野Ｇ88-7522

竹越医院
明和町新里Ｇ84-3137

三浦医院
大泉町北小泉
Ｇ62-2917

橋田内科
本町Ｇ72-0001

館林医院
館林市西本町Ｇ74-2112

５日
（日）

おぎわらクリニック
（小児科のみ）

大泉町坂田Ｇ61-1133

須田内科医院
大泉町仙石Ｇ63-1414

吉田内科
楠町Ｇ70-7117

堀越医院
北成島町Ｇ73-4151

慶友整形外科
館林市羽附町Ｇ72-6000

川村耳鼻
館林市新宿Ｇ72-1337

12日
（日）

阿部医院
大泉町吉田Ｇ62-5428

たなか医院
大泉町住吉Ｇ62-2881

松井内科医院
日向町Ｇ75-9880

横田医院
大手町Ｇ72-0255

海宝病院
館林市堀工町Ｇ74-0811

13日
（月）

金丸内科医院
狸塚Ｇ88-3200

蜂谷病院
大泉町朝日Ｇ63-0888

ハートクリニック
富士見町Ｇ71-8810

星野こどもクリニック
（小児科のみ）
楠町Ｇ70-7200

岡田整形外科
館林市朝日町Ｇ72-3163

19日
（日）

小西医院
千代田町赤岩Ｇ86-2261

福田ペイン
明和町大佐貫Ｇ84-1233

落合医院
本町Ｇ72-3160

長谷川クリニック
松原Ｇ80-3311

新橋病院
館林市下三林町Ｇ75-3011

今村クリニック
篠塚Ｇ70-2221

26日
（日）

小林内科医院
篠塚Ｇ88-8278

富士クリニック
大泉町富士Ｇ20-1971

まりレディスクリニック
木戸町Ｇ76-7775

真中医院
本町Ｇ72-1630

川島脳外科
館林市岡野町Ｇ75-5511

※必ず電話してから受診してください。
◇診療時間　内科・外科／午前 9時～午後 5時　耳鼻科／午前 9時～午後 1時　歯科／午前 9時～正午、午後 1時～ 3時
◇救急病院の問合先　救急テレホン	Ｇ73-5699

歯科

歯科保健医療センター
館林市苗木町Ｇ73-8818

群馬県保険医協会　　　12月の健康テレホンサービス（Ｇ027-234-4970）▶電話をすると３分間の健康講話が聞けます
直接相談タイム（医師が相談や質問にお答えします）
▶期日　12月19日㈭（歯科）、平成２6年１月15日㈬（歯科）
▶時間　午後７時30分～９時

月曜 心と脳の健康診断を 木曜 子どもの食物アレルギー
火曜 サルモネラ・陽炎ビブリオ 金曜 子どものインフルエンザ予防
水曜 膣（ちつ）カンジダ症 土曜 お酒は敵か味方か

お
知
ら
せ

2013＊DEC21

火災発生件数	 0件（ 9）

交通事故出動	 10件（106）

急病出動	 44件（463）

その他の出動	 20件（166）

救急出動合計	 74件（735）

※10月分（１月からの累計）

月日 種　目 受付時間 場　所 対　象

12/16㈪ 健康相談 午前 10：00～ 11：30 保健センター

27㈮ 離乳食相談（後期） 午前９：30～ 10：00 保健センター 生後８か月～１歳までの乳幼児

27㈮ ３歳児健診 午後 1：00～ 1：15 保健センター H22年11月生まれの幼児

１/７㈫ ４か月児健診 午後 1：00～ 1：15 保健センター H25年９月生まれの乳児

８㈬ ２歳児歯科健診 午後 1：00～ 1：15 保健センター H23年12月生まれの幼児

９㈭ ８か月児健診 午後 1：00～ 1：15 保健センター H25年４月生まれの乳児

10㈮ 離乳食相談（前期） 午前９：30～ 10：00 保健センター 生後４か月～７か月までの乳児

10㈮ １歳６か月児健診 午後 1：00～ 1：15 保健センター H24年６月生まれの幼児

15㈬ BCG 午後 0：45～ 1：00 保健センター H25年７月生まれの乳児

12月・１月の健康カレンダー 保健センター Ｇ 88-5533

世帯数	 		9,713世帯	（＋		6）

　男	 13,849人	 （－		2）

　女	 13,556人	 （＋		3）

　計	 27,405人	 （＋		1）

内外国人	 383人	 （－		5）

※11月１日現在（前月比）

■犬のフンに関する苦情が町
に多く寄せられています。犬の
フンの回収は、飼い主にとって
当然のマナー。犬の散歩時に
は、ビニール袋などを持ち、フ
ンは必ず持ち帰ってください。

■公園・道路などの公共の場所
や、他人の土地・建物などを犬
のフンなどで汚すことは、町の
条例で禁止されています。違反
した場合、罰せられることがあ
ります。

犬の飼い主さんへお願い 生活環境課 Ｇ 47-5019 ルールを
守ってワン！

化財を巡るスタンプラリー（距離 23㎞）
▶持ち物　弁当、飲み物、雨具など
▶参加費　100 円（保険代）
▶申込方法　当日、会場で申し込む
▶問合先　邑楽町公民館Ｇ 88-1290
【特別企画・七福神巡りバスの旅】
▶期日　平成 26年１月 11日㈯
▶集合時間　午前９時（雨天決行）
▶対象　65 歳以上で、七福神を巡りたいが
体力的に難しい人
▶持ち物　弁当、飲み物、雨具など
▶参加費　200 円（バス代・保険代）
▶定員　30人（先着順）
▶申込方法　電話で申し込む
▶申込期間　12月 17日㈫～ 20日㈮
▶申込・問合先　邑楽町公民館Ｇ 88-1290

▶期日　平成 26年１月 26日㈰
▶時間　午前 10時 30分～午後６時（予定）
▶会場　ＪＡ邑楽館林本所（館林市赤生田町）
▶対象　30～ 40歳代前半の独身女性
▶内容　１対１トークタイム、農家訪問、フ
リートークタイム、カップリング発表など
▶定員　10人（応募者多数の場合先着順）
▶参加費　1,000 円
▶申込締切　平成 26年１月 10日㈮
▶ URL　http://konshin.info/
▶申込・問合先　ＪＡ邑楽館林園芸指導課
Ｇ 73-4991、Ｃ 73-7140

▶乗車地　館林市役所、太田バスターミナル
など（邑楽町に近い乗車地）
▶申込方法　往復はがきに住所、電話番号、
参加者全員の名前、年齢、希望乗車地、「親
子スキー教室参加希望」と書いて郵送する
▶申込締切　平成 26年１月 10日㈮（必着）
▶申込・問合先　㈶県母子寡婦福祉協議会
（〒 371-0843 前橋市新前橋町 13-12 県社会
福祉総合センター内５階）Ｇ 027-255-6636

▶期日　平成 26年１月 11日㈯
▶時間　午前 10時～
▶会場　館林市役所東広場
▶問合先　館林地区消防組合消防本部
Ｇ 72-3171

▶期日　平成 26年１月４日㈯・11日㈯
▶出発時間　午前９時（雨天決行）
▶出発時間　シンボルタワー駐車場
▶内容　七福神を中心とした道中の自然と文

▶期日　平成 26年２月 22日㈯
▶集合出発時間　午前７時 15分
▶集合場所　保健センター東駐車場
▶対象　町内在住・在勤者とその家族でツ
アーに協力できる人
※未成年者は、保護者の同伴が必要です。
▶定員　40人（応募者多数の場合抽選）
▶参加費（バス・昼食・保険代、入園料など）
中学生以上 5,000円、小学生 3,000円、未就
学児（３～６歳）2,500円、３歳未満 1,000円
▶内容　よこはま動物園ズーラシア、横浜中
華街招福門で飲茶バイキング・散策、東京ガ
ス環境エネルギー館にて環境について学習
▶申込方法　申込用紙に必要事項を書いて直
接申し込む（申込書は町ホームページ・役場
産業振興課にあります）
▶申込締切　12月 26日㈭
▶申込・問合先　町労使教育委員会事務局
（役場産業振興課）Ｇ 47-5026

▶期日　平成 26年２月２日㈰
▶対象　県内在住の母子・父子家庭の母や父
とその子ども（高校生以下）、寡婦
▶定員　100 人（応募者多数の場合抽選）
▶参加費　母（父）3,000 円、子ども 2,000 円、
３歳未満の乳幼児 500 円

ズーラシア＆中華街＆
環境学習ツアー

★町労使教育委員会主催

★県母子会主催
親子スキー教室（水上宝台樹スキー場）

新春恒例の消防隊出初式を開催
★館林地区消防組合主催

上州邑楽七福神巡り
★上州邑楽七福神を愛する会主催

婚活「農家の真面目な花嫁探し」
★ＪＡ邑楽館林青年部主催

募集案内・イベント情報
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▼
期
日

　平
成
26
年
１
月
５
日
㊐

▼
時
間

　午
前
８
時
開
会

▼
会
場

　中
野
小
学
校
体
育
館

▼
競
技
種
目

　小
学
生
低
学
年
団
体
・
個
人
、
小
学
生
高

学
年
団
体
・
個
人
、
中
学
生
団
体
・
個
人

※
各
種
目
の
優
勝
・
準
優
勝

者
は
、
邑
楽
郡
上
毛

か
る
た
大
会
（
大
泉
町

開
催
）
へ
の
出
場
権
を

獲
得
し
ま
す
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
状
況
な
ど
に
よ
り
、

大
会
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
先

　各
行
政
区
子
ど
も
会
育
成
会
役
員

▼
問
合
先

　邑
楽
町
公
民
館

かるたを通して郷土を学ぼう
　　歴史と伝統の上毛かるた大会

気
持
ち
の
差

　最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
い

じ
め
に
よ
る
自
殺
や
虐
待
で
子

ど
も
が
な
く
な
る
と
い
っ
た
残

酷
な
事
件
を
耳
に
し
ま
す
。
な

ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　私
は
、
い
じ
め
や
虐
待
の
原

因
は
、
相
手
と
自
分
の
も
の
ご

と
の
感
じ
方
に
差
が
あ
る
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
自
分
が
相
手
に
ぶ
つ

か
っ
た
と
き
に
、
自
分
は
何
と

も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
相
手
は
と
て
も
気
分
が
悪

く
、
い
や
だ
と
思
い
、
そ
れ
が

い
じ
め
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　で
は
、「
気
持
ち
の
差
」
と
い

う
の
は
ど
う
す
れ
ば
な
く
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
も
の
ご
と
を
い
ろ
い
ろ

な
角
度
か
ら
み
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
だ
け
の

考
え
じ
ゃ
な
く
て
、
相
手
の
考

え
を
否
定
せ
ず
に
受
け
入
れ
る

こ
と
で
「
気
持
ち
の
差
」
が
な

く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　例
え
ば
近
所
の
人
と
の
立
ち

話
や
学
校
の
友
達
と
の
お
し
ゃ

べ
り
、
家
族
で
の
団
ら
ん
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
互
い
の
理
解
を

深
め
合
う
こ
と
で
「
気
持
ち
の

差
」
が
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
一
つ
ひ
と
つ
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て

い
く
こ
と
も
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
私
は
こ
の
こ
と
を

ふ
ま
え
て
、
た
く
さ
ん
地
域
の

人
と
交
流
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
通
り
す
が
り
の
人

に
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、
交
流

行
事
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
理
解
し

あ
い
た
い
で
す
。

　人
は
一
人
ひ
と
り
ち
が
い
ま

す
か
ら
、完
全
に
「
気
持
ち
の
差
」

を
な
く
す
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

で
も
そ
う
い
っ
た
努
力
で
い
じ

め
や
虐
待
が
な
く
な
る
の
な
ら
、

私
は
そ
う
し
て
い
き
た
い
で
す
。

邑
楽
南
中
学
校
２
年

　
　
　
　
　
　柴
田

　優
里

大会では、毎年熱戦が繰り広げられます

　邑楽町子ども会育成会連絡協議会では、上毛かるた大会を開催します。今回で 52回目を迎え
るこの大会、小学生低学年・小学生高学年・中学生それぞれの部門での団体戦と個人戦の計６種
目の競技が行われます。数ある郷土かるたの中で抜群の知名度を誇る上毛かるた。上毛かるたは、
郷土愛を育み、郷土の歴史文化を学べます。皆さんの積極的な参加をお待ちしています。

第
52
回
邑
楽
町
上
毛
か
る
た
大
会

2013＊DEC23

◆期日　1月 9日㈭、23 日㈭
◆時間・コース

１月のはくちょう号

到着時間 場　所

10：30 特別養護老人ホーム
やまつつじ

11：05 ラポール・レイゾン
（寺内医院）

11：40 グループホーム
ヴィラ

13：40 町福祉センター

14：20 グループホーム
つむぎの里

15：00 長柄公民館

オリーブ「読み聞かせ」
▶期日　1月9日㈭、16日㈭、
　　　　23日㈭、30日㈭
▶時間　午前 11時～

JAN

１月の休館日
1 日㈬～ 4日㈯、6日㈪、13日㈪、
20日㈪、27日㈪、31日㈮
※ 1日㈬～ 3日㈮年始休館日、4日㈯
資料整理日、31日㈮月末整理日

キッズクラブ「読み聞かせ」
▶期日　1 月 25 日㈯
▶時間　午後２時～

▶会場・問合先　町立図書館

●図書館名画座
期　日 開始時間 上映作品名

	19日㈰ 14：00 マディソン郡の橋（135分）
●金曜映画会
期　日 開始時間 上映作品名

	17日㈮ 14：00 黒蜥
と か げ

蜴（93分）

●子ども映画会
期　日 開始時間 上映作品名

	11日㈯ 14：00 モンスターズ・インク（92分）

１月の図書館映画会

スポーツ大会結果

第34回邑楽町長杯争奪近県卓球大会
団体男子第３位　邑楽クラブ　一般男子第３位　小沼勇人
シニア男子第３位　梶塚由真

　私たち生徒会本部は、新たに「邑
おっちゅう

中星
せい

」というスローガンを設
定し、活動していこうと考えています。邑中星には、いつでもど

こでも輝いている星のように、いろいろなところで邑中生が活躍してほしいという
願いを込めました。そこで、主に３つの活動を行っていきたいと考えています。
　１つ目は、あいさつ運動をする場所を増やすことです。今まで行ってきた場所に
プラスして、昇降口でも行っていきたい
と思います。２つ目は、生徒会新聞の内
容をより充実させ、邑中生に親しみを持
って読んでもらえるようにすることです。
３つ目は、目安箱の代わりにアンケート
を実施することで、みんなの声をより取
り入れやすくしていきます。そして、「邑
中星」をたくさん増やしていきたいと思
います。（生徒会長　米山瑞貴）

邑
おっちゅう

中星
せい

　昨今の青少年は、言葉の力やコミュニケーション力が不足して
いると言われます。スマートフォンなどの携帯電話が心の友であ

り、それでの会話で友達関係が成り立っているといっても過言ではないくらいです。
過日行われた、全国学力・学習状況調査でも、表現力・活用力不足が結果として明
らかになりました。人と人とが向き合って表情と共に思いを言葉で表現し、相互に
理解しあうという事が大変少なくなっています。また、日常体験によって物事を理
解し生活の中で生かす機会が減少していることを表していると思います。
　このような生活の中で子どもたちは、よりよい人間関係づくり、生きる力を身に
付けるのが下手になっているのではないでしょうか。子どもの心や生きる力をより
育てるために、まず家族が対話の時間を増やし、子どものよい点を「見つける、認
める、ほめる、励ます」の心で、日頃から心地よい言葉のシャワーをかけてあげましょ
う。きっと自己肯定感を身に付けて健全に育つと考えます。（教育長 　大竹喜代子）

家族の言葉が子どもの心や生きる力を育てる

邑中星のスローガンのように活動します

１月

邑楽中
学校

第 36回邑楽町ミセスバレーボール大会
Ａクラス　
優　勝　ＦＲＥＳＨ　準優勝　ウイング
第３位　天王元宿バレーボールクラブ、
　　　　十三坊塚バレー
Ｂクラス
優　勝　フレンズ
準優勝　レディース 28

Ａクラス優勝のＦＲＥＳＨの皆さん
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▼対象　小学生とその保護者

▼定員　20 組（先着順）

▼参加費　無料

▼申込開始　12 月 21 日㈯午前 10時

▼申込・問合先　長柄公民館

▼期日　平成26年１月21日㈫、28日㈫、
２月４日㈫、18日㈫、25日㈫、３月
４日㈫、11日㈫（全７回）

▼時間　午後７時 30分～９時

▼会場　ヤングプラザ

▼ 内容　ボクシングの動きを取り入れ
た運動で体を動かす

▼対象　16 ～ 35 歳の人

▼定員　20 人（先着順）

▼参加費　無料

▼申込開始　12 月 17 日㈫午後７時

▼申込・問合先　ヤングプラザ

▼期日　平成26年１月23日㈭、30日㈭、
２月６日㈭、13日㈭、20日㈭（全５回）

▼時間　午後７時 30分～９時

▼会場　ヤングプラザ

▼ 内容　体のゆがみやリンパの流れを
整えて、美しい体づくりをする

▼対象　16 ～ 35 歳の女性

▼定員　20 人（先着順）

▼参加費　300 円（教材費）

▼申込開始　12 月 19 日㈭午後７時

▼申込・問合先　ヤングプラザ

「きりえと公民館 33年間の歩み」展

▼期日　12 月 20 日㈮～ 26日㈭

▼会場　町立図書館１階展示室

▼内容　きりえの展示など
ペーパーアート展

▼期日　平成 26 年１月５日㈰～ 19
日㈰

▼会場　町立図書館１階展示室

▼内容　ペーパーアート作品の展示
米山秀

しゅう

暃
こ う

と書友会展

▼期日　平成 26 年１月 22 日㈬～ 26
日㈰

▼会場　町立図書館１階展示室

▼内容　書道作品の展示

邑楽町公民館、長柄公民館、
ヤングプラザ、町民体育館

▼休館日　12 月 29 日㈰～平成 26 年
１月３日㈮

▼時間　午前 10時～正午

▼会場　長柄公民館

▼ 内容　かぼちゃプリンとカラフルな
お好み焼きを作る

▼対象　18 歳以上の人

▼定員　16 人（先着順）

▼参加費　500 円
※保育希望者は幼児５人まで（事前申
込・先着順）。

▼申込開始　平成 26年１月８日㈬午前
10時

▼申込・問合先　長柄公民館

▼期日　平成26年２月１日㈯
※小雨決行、荒天の場合は中止します。

▼時間　午前 10時～ 11時 30分

▼会場　ガバ沼駐車場（中野沼東側）

▼内容　親子で白鳥を観察・勉強する

邑楽町公民館Ｇ 88-1290　長柄公民館Ｇ 89-0123　町民体育館Ｇ 88-5355　町立図書館Ｇ 88-5900　ヤングプラザＧ 89-1501　生涯学習課Ｇ 47-5043

展示会

親子白鳥観察会

青年ボクササイズダイエット講座

町青少推会長から表彰状が贈られます

青少年健全育成推進大会を開催します～大声コンテスト出場者募集～

▼期日　平成 26年 2月８日㈯

▼時間　午後２時～４時

▼会場　役場３階大会議室

▼内容　優良青少年・育成功労者の表彰や小・中学生の
人権作文発表、大声コンテストなど

▼対象　どなたでも（大声コンテスト出場者は小学生）
【大声コンテスト出場者募集！】

▼内容　大声を出して声の大きさを競う

▼対象　小学生

▼定員　30 人（先着順）

▼申込開始　12 月 16 日㈪午前９時

▼申込・問合先　生涯学習課

白鳥を間近で観察してみませんか

体を動かして健康づくりをしましょう

青年美しい体づくり講座

お知らせ（年末年始の休館日）

お好み焼きを作る

18歳以上の人

2013＊DEC25

■教室・講座などの申し込み方法　▶申込開始当日　申し込み開始時間に申込先の窓口に、本人または家族の人が直接申し込んでください。

邑楽町文化財保護調査委員
大塚　孝士

邑楽庶民と富士信仰③
～旧高島村の富士信仰～

四
し

祀
し

開
かい

神社境内にある富士塚（藤川地内）

No. 44

後１時開場）

▼ 会場　邑楽町公民館

▼ 対象　どなたでも

▼ 定員　150 人

▼ 参加費　無料

▼ 申込開始　12 月 21 日㈯午前９時か
ら整理券を配布

▼ 申込・問合先　邑楽町公民館

▼ 期日　平成 26年１月 22日㈬

▼ 時間　午後６時 30分～９時 30分

▼ 会場　長柄公民館
▼ 内容　大根を使ってカクテキ（大根

キムチ）を作る
▼ 対象　18 歳以上の人

▼ 定員　20 人（先着順）

▼ 参加費　1,200 円（材料代）

▼ 申込開始　12月18日㈬午後６時30分

▼ 申込・問合先　長柄公民館

▼ 期日　平成 26年１月 29日㈬

▼ 期日　平成 26年1月 8日㈬、22日㈬

▼ 時間　午後１時 30分～３時 30分

▼ 会場　町共同福祉施設２階パソコン
ルーム

▼ 内容　パソコン操作の分からないこ
とについての個人相談

▼ 対象　どなたでも

▼ 参加費　無料
※ノートパソコンなど、持参できる人
は持ってきてください。

▼ 問合先　生涯学習課

　邑楽町公民館では、さまざまな分野
で活躍されているかたがたをお招きし
て、町民文化講座を開催します。心に
響く太鼓の音色やテレビでおなじみの
声優さんのお話を聴きながら、心の栄
養を蓄えてみませんか。

【第１回】

▼ 期日　平成 26年２月１日㈯

▼ 出演　上州ろう太鼓「心響」の皆さん

▼ 内容　聴覚障害者をメーンとし、太
田市を拠点に活動する和太鼓集団。
耳が聴こえない代わりに身体と心で
音を感じ取ります。メンバー全員で
心をひとつに合わせ、思いを込めて
たたき出すリズムで、観てくれる人、
聴いてくれる人に、心に響く太鼓の
音色をお届けします

【第２回】
▼ 期日　平成 26年３月２日㈰

▼ 講師　増岡弘先生（声優）

▼ 内容　人気アニメ「サザエさん」の
マスオさん役や「それいけ！アンパ
ンマン」のジャムおじさん役でおな
じみの人気声優。群読講演や小中学
校での読み聞かせなどでも活躍して
います。今回はサザエさん一家の日
常生活を顧みながら「サザエさん一
家は幸福みつけの達人ぞろい」と題
してご講演いただきます

【各回共通事項】

▼ 時間　午後１時30分～３時30分（午

　石打では、菅原神社古墳をそのま
ま富士山に見立て富士塚とし石祠の
浅間神社を祀り、刻銘には「明治
十三年（1880）再建」とあるので、
これ以前に浅間神社は祀られていた
ことになります。江戸時代末からの
富士講に対する弾圧の影響もあって、
明治５年に菅原神社が村社として祀
られたため、浅間神社はその西側脇
に移設され現在に至っています。そ
のため山腹にあるはずの烏帽子岩や
小御嶽神社は麓

ふもと

に移設されました。
明治 31年（1898）地元先達による「富
士登山 33度」を祝し記念碑が造立さ
れ富士講が重要な庶民の一部であっ
たことを教えています。

　秋妻では、玉取神社境内に富士塚
を築き石

せ き

祠
し

の浅
せ ん げ ん

間神社が祀られ、刻
銘には「嘉永二年（1849）八月別

べ っ と う

当
玉
ぎょく

命
め い さ ん

山宝泉寺」とあるので当時は寺
が神社を管理していたことになりま
す。現在は付随すべき烏

え ぼ し

帽子岩
い わ

など
は見当たりません。
　藤川では、文久元年（1861）に富
士塚を築き石祠の浅間神社を祀

ま つ

り、
明治８年（1875）には富士講として
「富士神社 50 度登山大願成就」の記
念碑を造立。明治 35年に神

し ん と う

道扶
ふ

桑
そ う

教
の小教生相場原

げ ん

行
ぎょう

氏は「富士登山 33
度」の大願を果たしました。山腹に
は烏帽子岩・小

こ

御
み

嶽
た け

神社が富士山を
模して忠実に再現してあります。

▶申込開始日翌日以降　定員に満たない場合、電話での申し込みを受け付けています。

子どものためのおやつ作り教室

パソコン何でも相談会

町民文化講座

カクテキ作り教室

上州ろう太鼓「心
し ん

響
きょう

」の皆さん

カクテキを食べて、冬を乗り切りましょう

マスオさん役
でおなじみの
増岡さん
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行列のできるお祭りは、大盛り上がり！
第20回産業祭・邑多福まつり2013

皆さんの身近で起きた出来事や楽しい話題、イベントなどの情報を
「広報おうら」編集部まで、お気軽にお寄せください。Ｇ47-5007

広報の仕事って楽しい
邑楽中学校の職場体験学習―町内外65か所183 人の生徒たちが参加

↑図書館の職員に教わりながら、ブックコート作業を体験。ブックコートは
本を汚れや傷みから守るために、ビニールのカバーをかける作業です。子ど
もたちは、町民の皆さんに気持ちよく本を借りてもらうための裏方の仕事
も、学ぶことができました

↑高島幼稚園では、園児たちの稲刈り風景をカメラに納めてきました

10月17・18日、邑楽中学
校2年生の生徒たちが職場体験学

習を行いました。磯美貴菜さんは、邑楽町
役場で「広報おうら」を作る仕事を体験。担当
者と一緒に、取材にも出掛けました。磯さんは、
「身近にある広報誌が、どのように作られている
か興味があり、この職場を希望しました。私の
夢は、宇宙関係の仕事に就くことです。もし、
JAXAに就職して広報担当になった時のこ
とを考えて、町の広報の仕事も体験し
てみたかったんです」と笑顔で

話していました。

10月17・18日、邑楽中学

←黒田建築さんで
は、青木龍一くんが大
工仕事を一生懸命していま
した。青木くんの将来の夢は、お父さ
んの解体業を継ぐことだそうです。
そのために、まず始めに家の構造な
どを学ぼうと、この職場を選択した
と話してくれました

26

カメラ操作は難し
いけれど、写真を
撮るのは楽しい！

私が撮りました

↑小澤康弘さんの田んぼでは、大塚健人くんが稲刈りの手伝いをしていました

広報おうら

編集部で

職場体験

２区の公民館で行われた「自分流リメイク
教室」を取材。町民の人が、快くイン

タビューに応じてくれました

取材をするときにも、
ただ写真を撮り、インタ
ビューをするだけではな
く、その取材先の人達と
のコミュニケーション
が大切だと学びました

私も実際に
取材へ出掛
けました

広報おうら

職場体験

私も実際に
取材へ出掛取材へ出掛
けました

邑
楽
中
学
校
２
年

新米記者が
 突撃取材！

磯 

美
貴
菜
さ
ん

私が撮りました
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11月3日、役場周辺で第20回産業祭、保健セ
ンターでは邑多福まつり2013が、それぞれ
開催されました。産業祭では、無料で楽しめる
イベントも数多く行われ、長蛇の列ができま
した。邑多福まつりでは、屋外ステージや体験
コーナーなどに多くの来場者が集まりました。

行列のできるお祭りは、大盛り上がり！
第20回産業祭・邑多福まつり2013

10月30日、長柄幼稚園でさつまいも掘りが行われました。園
庭の畑で子どもたちは、宝探しのように目当てのさつまいもを
掘り当てようと、つるをひっぱり土を掘り返し一生懸命でし
た。園庭には、子どもたちの元気な声が響きわたっていました。

先生、大きなさつまいもとれたよ
長柄幼稚園のさつまいも掘り

11月3日、松本公園で谷中蛭沼地区の「世代間交流グラウン
ド・ゴルフ大会」が行われ、子どもからお年寄りまで一緒になっ
てコースを回り、交流を深めていました。ホールインワンが出
たグループからは、ひときわ大きな歓声もあがっていました。

子どもからお年寄りまで和気あいあい
世代間交流グラウンド・ゴルフ大会

11月17日、町民体育館で第9回上武洋次郎杯邑楽町少年少女
レスリング大会が開催され、全国各地から46チーム428人の
選手が参加しました。コーチや保護者の声援の飛び交うなか、選
手たちは日頃の練習成果を発揮し、熱戦を繰り広げていました。

未来のメダリストが集結！
邑楽町少年少女レスリング大会

10月30日、青少年広場でザスパクサツ群馬のスマイルキッズ
キャラバンが行われ、長柄小学校の生徒たちが、ゲーム形式の
サッカーを楽しみました。この日、長柄小学校出身の横山翔平選
手もゲストで登場。子どもたちと一緒にゲームを楽しみました。

長柄小学校出身の横山選手もゲストで登場
スマイルキッズキャラバン

↑邑多福まつりの体験コーナー
「骨密度レベルチェック」産業祭の「お米のつかみ取り」コーナーは、毎年大人気

←産業祭では、タワー戦隊スワ
ンジャーショーも行われました
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PN.
さ
く
ゆ
き

　

家
族
で
産
業
祭
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
子
ど
も
が
よ
ろ
こ
ぶ
無
料
配
布
も

あ
り
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
来
年
も
家

族
み
ん
な
で
行
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　

PN.
ほ
の
ぼ
の

　邑
楽
町
に
住
ん
で
15
年
。
家
を
建
て
、

子
ど
も
も
生
ま
れ
、
こ
の
町
が
大
好
き

で
す
。
も
っ
と
邑
楽
町
の
良
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
何
か
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
広
報

お
う
ら
や
、
図
書
館
は
町
外
の
人
か
ら
、

と
て
も
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
ま
す
。

邑
楽
町
の
こ
と
が

大
好
き
な
ん
で
す

≧(́ ▽ )`≦

産
業
祭
に
行
く
の
は

わ
が
家
の
恒
例
行
事

(o^∇^o)ﾉ 

み ん な の 広 場
ＰＡＴＩＯとは「中庭」という意味。

町民の皆さんが集い、
自由に意見を語り合う広場です。

ひ

と

こ

と

情
報
板

まちかど

PN.リーガル・ハイ

サ
ン
タ
さ
ん
が
、忙
し
く
な
る
季
節
だ
ね
。

広

PN.ブラックLOVE♡

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
ら
え
る
か
な
？

広Ｑ広 報 ク イ ズＫＯＨＯ

▼
期
日

　平
成
26
年
１
月
26
日
㊐

▼
時
間

　午
後
２
時
開
演

※
開
場
は
午
後
１
時
30
分
で
す
。

▼
会
場

　福
祉
セ
ン
タ
ー
寿
荘

▼
出
演

　立
川
談
四
楼（
邑
楽
町
出
身
）

▼
入
場
料

　２
、０
０
０
円（
前
売
券
）

　
　
　
　
　３
、０
０
０
円（
当
日
券
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　福
祉
セ
ン
タ
ー
寿
荘

▼
問
合
先

　絆
き
ず
な

会
・
に
ん
ま
り
会
事
務
局

Ｇ
88
ー
４
８
２
３

▼
期
日

　12
月
18
日
㊌

▼
時
間

　午
後
６
時
30
分
～
８
時（
一
般
開
放
）

▼
会
場

　シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー

▼
内
容

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
演
出
、屋
外
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
、軽
音
楽
な
ど

▼
入
場
料

　１
０
０
円（
展
望
料
）

※
入
場
制
限
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
先

　役
場
産
業
振
興
課

Ｇ
47
ー
５
０
２
６

▼
期
日

　平
成
26
年
１
月
１
日
㊌

▼
時
間

　午
前
６
時
～
正
午

▼
入
場
料

　１
０
０
円

※
就
学
前
の
子
ど
も
は
無
料
で
す
。

※
入
場
制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
先

　

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
Ｇ
88
ー
８
６
８
６

役
場
産
業
振
興
課
Ｇ
47
ー
５
０
２
６

　邑
楽
町
熟
年
力
を
活
か
す
会
で
は
、緑
寿
式
を

開
催
し
ま
す
。ま
た
、実
行
委
員
も
募
集
し
ま
す
。

【
緑
寿
式
】

　

▼
日
時

　平
成
26
年
３
月
21
日
㊎
・
午
前
10
時
～

▼
会
場

　邑
楽
町
公
民
館

▼
対
象

　町
内
在
住
で
、昭
和
22
年
４
月
～
昭
和

26
年
３
月
生
ま
れ
の
人

▼
参
加
費

　１
、０
０
０
円

【
実
行
委
員
募
集
】

　

▼
応
募
資
格

　緑
寿
式
典
対
象
者
で
、式
典
と
邑

楽
町
熟
年
力
を
活
か
す
会
に
参
加
で
き
る
人

▼
募
集
人
員

　若
干
名（
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
）

【
共
通
事
項
】

　

▼
応
募
締
切

　12
月
21
日
㊏

▼
申
込
・
問
合
先

　邑
楽
町
熟
年
力
を
活
か
す
会

事
務
局（
梅
田
）
Ｇ
88
ー
９
４
３
１

▼
日
時

　平
成
26
年
１
月
23
日
㊍

▼
時
間

　午
前
10
時
～
正
午

▼
会
場

　県
緑
化
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

　佐
藤
泰
史
先
生（
普
及
指
導
員
）

▼
定
員

　60
人（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

　電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
開
始

　平
成
26
年
１
月
６
日
㊊

午
前
８
時
30
分

▼
申
込
・
問
合
先

　県
緑
化
セ
ン
タ
ー

Ｇ
88
ー
７
１
８
８

○
イ
ベ
ン
ト

タ
ワ
ー
オ
ブ
ク
リ
ス
マ
ス
２
０
１
３

○
緑
化
講
座

新
春
お
笑
い
寄
席（
立
川
談
四
楼
独
演
会
）

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
が
元
旦
に
臨
時
開
館

覚
え
て
お
き
た
い
カ
キ
の
上
手
な
育
て
方

緑
寿
式
典
開
催
＆
実
行
委
員
募
集

問題の答えをはがきで送ってください。全問正解者の中
から、抽選で 10人に 500 円の図書カードをプレゼント。

【今月の問題】
第 1 問　街角特派員レポートの今月号の内容は？
　　　　A. 消防団の若者事情	 B. 消防車の解説
　　　　C. 事情があって休み		（ヒント２～７ページ）
第 2 問　あすへひとことに掲載されている物語は？
　　　　A. サンタの嫁入り	 B. 横綱の土俵入り
　　　　C. キツネの嫁入り　　					　（ヒント裏表紙）
応募方法　はがきに、答え（例：第 1問―Ａ）・住所・
　　　　行政区・名前・年齢を書いて郵送
あて先　〒370-0692邑楽町役場企画課「広報クイズ」係
締　切　12 月 13 日㈮（当日の消印有効）
※当選者は広報おうら１月号で発表します。

【11 月号の当選者】（応募数 38通、全問正解 38通）
島田立雄（4区）	 小林郁夫（7区）
原　博子（12区）	 夘月良江（15区）
増尾駿介（22区）	 久保田尋美（24区）
黒岩　愛（25区）	 木次寅吉（28区）
小林奈保（34区）	 中村美夏（34区）

2013＊DEC29

①イラスト・絵手紙 ② 4 コマ漫画 ③詩・ポエム ④短歌・俳句⑤
告知コーナー（イベント案内やメンバー募集など）
ご質問・ご意見は、はがき・電話・FAX・E メールなど、どんな
方法でも結構です。掲載者には粗品を進呈します。

●あて先 〒370-0692（住所は不要）邑楽町役場企画課広報広聴係
Ｇ 47-5007　Ｃ 89-0136　E-mail　koho@town.ora.gunma.jp
※誌上匿名はＯＫですが、記念品発送などに必要ですので、必ず
実際の名前・住所・年齢・電話番号をお書き添えください。

投稿
大募集

　現在、大学の英語コミュニケ
ーション学科で、ビジネスの場
で必要な実践的な英語力と、コ
ミュニケーションの取り方な
どを専門に学んでいます。毎週
日曜日には大好きなサッカー
をして、心も体もリフレッシュ
させています。最近手に入れた
一眼レフカメラを片手に、普段
気付かないような場所を、写真
に撮ることも、今楽しんでいる
趣味のひとつになっています。

夢夢・若・者・紹・介・

木村 翼さん　22歳

　私は、アメリカに留学経験があります。大学2年生の20歳の
頃、オレゴン州の大学で１年勉強していました。むこうでの生活
は、とても充実していましたが、食べ物のカロリーが高く、10キ
ロ太って日本に帰ってきました。将来の夢は、世界中を回ること。
特にインドに行ってみたいですね。旅先での出会いや出来事な
ど、一つひとつが刺激になり、新しい発見にもつながるからです。

■ 将来の夢はなんですか？

■ 現在何をしていますか？

　優奈は、元気でおてんばな子です。NHK・Ｅテレの「いないいな
いばあ」に登場する、「ワンワン」が大のお気に入り。外でブランコ
に乗るのも大好きで毎日のように乗っては、はしゃいでいます。
家では、テーブルにのぼって大きな声で喜んだり、パパと追いか
けっこをしたりして、いつも元気いっぱいです。将来は、お友だち
みんなと仲良くできる、思いやりのある子に育ってほしいです。

金井美香さん ・優
ゆ う な

奈ちゃん

（石打・20区）

Tsubasa Kimura （石打・２0 区）

台
風
一
過
割
れ
ゆ
く
空
に
西
日
差
す	

福
島

　慶
子

つ
か
ま
ら
ぬ
い
な
ご
追
い
か
け
は
ね
る
孫	

石
橋
弥
代
江

体
中
秋
の
ひ
ろ
が
る
旅
用
意	

宮
尾

　静
子

秋
天
や
ア
ル
プ
ス
を
背
に
松
本
城	

斉
藤
真
紀
子

残
照
や
影
の
も
つ
る
る
花
芒	

今
井

　里
智

夕
ぐ
れ
や
土
間
跳
ね
ま
わ
る
か
ま
ど
虫	

小
林
ト
ヨ
子

天
高
し
屏
風
ヶ
浦
の
幾
万
年	

金
子

　典
子

独
酌
の
憂
い
盛
る
泡
虫
時
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船
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三
江
子

い
わ
し
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一
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人
発
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小
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フ
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風
呂
敷
に
包
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友
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繁
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子

餅
つ
い
て
夫
の
笑
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の
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が
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が
し	

大
塚

　初
代

柿
紅
葉
宿
の
器
に
敷
か
れ
お
り	

中
谷

　和
子

秋
風
や
道
路
工
事
の
音
運
ぶ	

大
塚

　久
子

山
の
幸
野
の
幸
あ
ふ
れ
秋
の
市	

早
川

　亨

　

来
し
方
を
問
答
し
つ
つ
秋
遍
路	

金
子

　睦
子

握
り
飯
雲
を
肴
に
秋
日
か
な	

長
谷
川
繁
樹

秋
暑
し
昔
に
か
え
る
同
窓
会	

村
上

　文
子

凪
の
海
秋
灯
こ
ぼ
し
船
の
行
く	

安
冨

　耕
二

一
匹
の
迷
い
カ
ラ
ス
や
秋
日
和	

松
崎
ナ
ミ
子

金
婚
の
帯
に
仕
上
げ
の
秋
扇	

岡
田

　尚
美

秋
日
和
幼
稚
園
児
の
は
し
ゃ
ぐ
声	

新
井

　政
子

新
藁
届
く
隣
の
主
代
替
わ
り	

青
山

　房
江

老
犬
へ
置
い
た
座
布
団
暮
の
秋	

築
比
地
秀
男

当
日
券
は
一
時
間
待
ち
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
人
は
つ
く
づ
く
日
本
一
が
好
き	

山
田

　勝
江

あ
ち
こ
ち
の
金
木
犀
の
か
ぐ
わ
し
き
頭
く
ら
く
ら
夢
う
つ
つ
な
り	

曽
我

　公
子

戻
り
夏
体
が
馴
れ
ず
悲
鳴
あ
げ
秋
が
短
く
ほ
ら
冬
そ
こ
に	

持
田

　静
江

人
の
名
を
不
意
に
忘
る
る
寂
し
さ
を
老
令
な
る
と
己
れ
な
ぐ
さ
む	

沼
田
と
し
子

テ
レ
ビ
で
は
草
津
の
湯
畑
映
り
い
て
共
に
旅
せ
る
亡
き
友
し
の
ぶ	

潮

　と
み

　

信
濃
路
に
ぴ
ん
こ
ろ
地
蔵
に
出
会
い
た
り
同
じ
思
い
か
詣
う
で
る
人
ら	

横
山
ヒ
サ
江

大
長
茄
子
は
三
日
採
ら
ず
ば
杖
の
ご
と
土
に
と
ど
き
て
枝
を
支
え
る	

板
橋

　浩
子

ぷ
る
る
ん
と
携
帯
電
話
が
鳴
り
響
き
主
の
行
く
手
は
固
定
電
話
へ	

島
田

　初
美

境
内
を
歩
む
老
夫
の
傍
ら
で
今
を
盛
り
と
彼
岸
花
咲
く	

橋
本

　俊
幸

う
す
紅
の
コ
ス
モ
ス
愛
で
て
母
し
の
ぶ
彼
岸
に
入
り
て
墓
前
へ
供
え
る	

茂
木
い
く
子

木
犀
の
香
る
道
の
辺
ポ
ケ
ッ
ト
の
ラ
ジ
オ
は
報
ず
台
風
の
接
近	

山
﨑

　静
子

震
災
の
傷
あ
と
の
こ
る
青
葉
城
伊
達
政
宗
の
哀
れ
か
な
し
も	

宮
﨑
ト
ヨ
子

松
林
日
傘
ま
わ
し
て
行
く
人
の
紺
地
の
浴
衣
は
母
の
面
影	

菅
谷
千
枝
子
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　邑楽町民合唱団は、歌うことが大好きなメンバーが集まっ
て結成されたサークルです。メンバーは 60～ 70 歳代の女
性 16人。毎週水曜日の午後７時 30分～９時まで、邑楽町
公民館で活動しています。サークルでは和気あいあいとした
なか、みんな楽しく合唱しています。また、邑楽町公民館ま
つりや、邑楽町吹奏楽とコーラスの集いなどのステージで、
歌声を披露することもあります。歌を歌うことはストレス発
散にもなり、美しさを保つことにもつながります。現在メン
バー募集中。音符の読めない人でも大丈夫。興味のある人は
ぜひ見学に来てみてください。私たちと一緒に楽しく合唱し
てみませんか。お問い合わせは、邑楽町公民館Ｇ88-1290へ。

● 邑楽町民合唱団 ●
No.304

FRIENDS

これからも夫婦二人三脚
大輪の花を咲かせたい

飯塚春男さん シナ子さん
（秋妻・17 区）

毎年、菊花展に向けて丹精込めて菊を育てている飯塚さん夫妻

　飯
塚
春
男
さ
ん
、
シ
ナ
子
さ
ん

夫
婦
が
本
格
的
に
菊
を
育
て
始
め

た
の
は
平
成
８
年
頃
。
そ
れ
ま
で

地
区
の
老
人
会
で
菊
を
育
て
て
い

ま
し
た
が
、
大
泉
菊
花
会
に
入
会

し
、
菊
の
育
て
方
を
一
か
ら
学
び

直
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
自

宅
で
菊
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
夫
婦
で
数
々
の
菊
花
展

で
入
賞
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　「菊
を
育
て
る
の
は
大
変
で
す
。

特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
害
虫
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ダ
ニ

を
防
ぐ
た
め
に
、週
一
回
は
消
毒
。

虫
の
つ
い
た
菊
は
、
出
品
で
き
ま

せ
ん
か
ら
ね
」
と
春
男
さ
ん
。

　「新
た
に
芽
が
出
た
菊
を
ポ
ッ

ト
に
移
し
替
え
、
肥
料
を
与
え
な

が
ら
大
切
に
育
て
て
い
き
ま
す
。

来
年
の
菊
花
展
に
む
け
て
、
も
う

準
備
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」

と
シ
ナ
子
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　朝
、
目
が
覚
め
て
、
新
聞
を
取

り
に
行
く
前
に
、
必
ず
す
る
日
課

は
菊
の
生
育
の
確
認
。
す
く
す
く

育
っ
て
い
る
様
子
を
必
ず
見
て
回

る
そ
う
で
す
。

　「菊
の
こ
と
と
な
る
と
、
夫
婦

で
喧け

ん
か嘩
す
る
こ
と
も
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
あ
り
ま
す
。
で
も
、
長
年
連
れ

添
っ
た
夫
婦
だ
か
ら
、
す
ぐ
仲
直

り
し
ま
す
」
と
、
結
婚
生
活
の
年

輪
を
重
ね
る
こ
と
56
年
目
の
夫
婦

は
語
り
ま
す
。

　シ
ナ
子
さ
ん
は
、
過
去
に
大
病

を
わ
ず
ら
い
、
入
退
院
を
繰
り
返

し
て
き
た
そ
う
で
す
。
今
で
は
元

気
に
な
り
、
菊
を
育
て
る
の
が
唯

一
の
生
き
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
い
ま
す
。

　「体
が
丈
夫
な
う
ち
は
、
こ
れ

か
ら
も
二
人
で
一
緒
に
立
派
な
菊

の
花
を
咲
か
せ
て
、
菊
花
展
に
出

品
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
二

人
は
笑
顔
で
語
り
ま
す
。
菊
の
栽

培
を
通
し
た
夫
婦
二
人
三
脚
の

「
生
き
が
い
づ
く
り
」
は
、
こ
れ

か
ら
も
続
い
て
い
く
の
で
す
。

春男さん 1932 年生まれ。シナ子さ
ん 1933 年生まれ。第 44 回大泉菊花
大会では、大泉町長賞をシナ子さん、
大泉教育長賞を春男さんが受賞。そ
の他数々の菊花展で入選を果たして
きた。夫婦共通の趣味は、菊の栽培。
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条件により結婚相手をご紹介します ●地元密着●●身元確実●

＜仲人介入型＞
入会時費用 ５２，５００円
情報月会費 ５，２５０円
見合設定料 １０，５００円
成婚謝礼金 　 応 相 談 　

東 日 本 結 婚 相 談 室
大泉町北小泉３丁目８－１ 営業時間：８時～２０時 完全予約制

☎ 0276-62-0033

＜情報提供型＞
入会時費用 ０円
情報月会費 ９，８００円
見合設定料 ０円
成婚謝礼金 ０円

入会審査：写真・住民票などの公的書類をご用意ください

サビ水・臭い・異物を解消！
サビ水・臭い・異物を解消！サビ水・臭い・異物を解消！

サビ水・臭い・異物を解消！

断水時間が短い
給水管を傷めない

薬品を使用しない
施工費が安い

処理にお困りの廃材を
再生利用で地球の資源に

グリーンマテリアル株式
会社

木くずのリサイクルをトータルサポート

一般廃棄物処分業　木くず（邑楽町）第１号
産業廃棄物処分業　木くず（群馬県）第01020171240号

YAMASHITA GROUP

☎0276-57-8537
Ｂ0276-57-8538

邑楽町篠塚38番１

株式会社
株式
会社

一般・産業廃棄物収集運搬業（木くず）

木くずの積み込み運搬のエキスパート

グリーンエクスプレス株式
会社

グリーンマテリアル株式
会社

木くずのリサイクルをトータルサポート

一般廃棄物処分業　木くず（邑楽町）第１号
産業廃棄物処分業　木くず（群馬県）第01020171240号

邑楽町大字光善寺 275-2

役場

シンボルタワー 至千代田

至足利
東武小泉線

㈳日本外科学会　外科専門医
心臓血管外科専門医認定機構　心臓血管外科専門医

佐 藤  泰 史
（ 医 学 博 士 ）

佐藤亜矢子 ㈳日本外科学会　外科専門医
日本乳癌学会　乳腺専門医（金曜日診療）

当院邑
楽
中

消
防
署

本
中
野

加藤医院加藤医院医療法人
三世会
医療法人
三世会

住所：邑楽町石打１９３　            電話：０２７６－８８－５２３５

アッそうだ   栗田商店へ行こう
観音もなか

12個入
2,000円

9個入
1,500円

8個入
1,400円

各1個
150円

～白鳥飛来の町・邑楽町の銘菓～
贈答用
箱入り

かん のん

観
音

最
中小豆あん・白あん

150円200円

500円

●

● ● ●

●●
354

● 東武小泉駅から徒歩１５分

西邑楽高西邑楽高大泉東小

セブンイレブンセブンイレブン

富士重工
社員寮
富士重工
社員寮

窓ショップ邑楽篠塚店
新規ＯＰＥＮ！！

真心こめてお付き合いさせていただきます
４月から㈯、㈰も営業しています

広告

広告面

広告面

広告面

広告面

広告面 広告面

広告面

広告面

広告面

広告面

広告
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▶平成25年の最終号となる12月号。特集では「声の広報」についてお
届けしました。音声訳ボランティアさんは聴きやすく、そして分かり
やすく伝えるために、広報誌の記事内容を何度も何度も読み返し、打
ち合わせを重ね、録音に臨みます。そのひたむきな姿には、本当に頭が
下がります。▶「声の広報」利用者の立場から、「邑楽町の出来事を知る
ために広報誌の情報は貴重」と、言ってくださった戸ヶ﨑さん。その一
言をいただき、改めて広報誌づくりにやりがいを感じ、と同時に責任
も感じました。「一生懸命つくったものは、誰かが一生懸命読んでくれ
る（聴いてくれる）」そう信じただけでも、仕事に向かう姿勢は変わる
はず。これからも「一生懸命つくる姿勢」を、大切にしたいです。（小林）

ひとりごと　From editors

実り豊かな田園
（秋妻地内）

　　

 

今
か
ら
七
十
年
ほ
ど
前
の
あ
る
日

の
夕
暮
れ
の
こ
と
で
し
た
。
お
ば
あ

さ
ん
が
七
歳
か
八
歳
の
孫
に
、「
今

晩
キ
ツ
ネ
の
嫁
入
り
を
見
に
行
く
か

ら
ね
」
と
言
い
ま
し
た
。

　孫
は
、
キ
ツ
ネ
の
嫁
入
り
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
と
、
い
ぶ
か
り
な
が

ら
も
夕
食
を
早
く
済
ま
せ
て
待
っ
て

い
ま
し
た
。
辺
り
が
暗
く
な
る
と
、

お
ば
あ
さ
ん
は
孫
を
連
れ
て
、
前
谷

集
落
の
畑
の
南
の
方
の
隅
ま
で
出
か

け
ま
し
た
。

　「
あ
の
こ
ん
も
り
し
た
山
の
方
を

よ
く
見
て
い
ろ
よ
。
い
ま
に
何
か
起

き
る
か
ら
な
」
と
、
お
ば
あ
さ
ん
は

孫
に
言
い
ま
し
た
。

　南
の
方
に
は
夜
目
に
も
光
善
寺
村

の
森
が
こ
ん
も
り
と
見
え
ま
す
。
そ

の
北
側
を
流
れ
て
い
る
孫
兵
衛
川
の

辺
り
を
、
お
ば
あ
さ
ん
と
孫
は
、
じ

い
っ
と
見
詰
め
て
い
ま
し
た
。
こ
う

し
て
、
し
ば
ら
く
た
ち
ま
し
た
が
何

の
変
化
も
あ
り
ま
せ
ん
。
お
ば
あ
さ

ん
と
孫
は
半
ば
あ
き
ら
め
か
け
て
い

ま
し
た
。

　す
る
と
、
突
然
お
ば
あ
さ
ん
が
小

さ
な
声
で
、「
来
た
来
た
」
と
叫
ん

で
、
指
さ
し
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん

の
、
指
さ
す
方
を
よ
く
見
る
と
、
光

善
寺
の
森
の
手
前
、
孫
兵
衛
川
の
裏

の
方
の
暗
闇
の
中
に
小
さ
い
光
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
よ
く
見
て
い
る
と
、

そ
の
光
が
二
つ
三
つ
、
時
に
は
五
つ

六
つ
に
な
っ
て
点
滅
し
な
が
ら
左
右

に
動
い
て
い
ま
す
。

　孫
は
お
ば
あ
さ
ん
の
手
を
し
っ
か

り
握
り
締
め
て
い
ま
す
。
お
ば
あ
さ

ん
も
一
言
も
し
ゃ
べ
ら
ず
じ
っ
と
息

を
堪
え
て
見
つ
め
て
い
ま
す
。
し
ば

ら
く
す
る
と
光
は
消
え
て
見
え
な
く

な
り
ま
し
た
。

　「
よ
く
み
た
か
、
あ
れ
が
キ
ツ
ネ

の
嫁
入
り
だ
よ
」
と
い
う
、
お
ば
あ

さ
ん
の
声
で
、
わ
れ
に
か
え
っ
た
孫

は
、
世
の
中
に
は
不
思
議
な
こ
と
が

あ
る
ん
だ
な
、
と
思
い
な
が
ら
、
お

ば
あ
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
て
家
に
帰

り
ま
し
た
。

　七
十
年
ほ
ど
前
の
あ
の
場
所
は
、

今
で
は
打
ち
開
か
れ
て
、
住
宅
団
地

が
出
来
、
孫
兵
衛
川
も
立
派
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
護
岸
さ
れ
、
往お

う
じ時
を
偲し

の

ぶ
も
の
と
て
な
く
、
た
だ
こ
う
し
た

体
験
談
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
だ
け

で
す
。

Photo 根岸定男（記録ボランティア）

キ
ツ
ネ
の
嫁
入
り

イラスト　漫画家ヒトミスナガ（西ノ根宮内中島・24 区在住）

若
い
人
た
ち
に
語
り
継
ぎ
た
い
、

　
次
の
世
代
に
残
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
貴
重
な
話
を
お
届
け
し
ま
す
―
。
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あ
す
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